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問
題
の
所
在

　
自
治
体
政
策
の
決
定
や
革
新
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
政
策
過
程
分
析
の
理
論
的
関
心
事
で
あ
る
と
同
時
に
、

政
策
過
程
を
改
革
す
る
た
め
の
実
践
的
な
関
心
事
で
も
あ
る
。
特
に
、
分
権
体
制
下
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
時
代
に
お
い
て
、
自

治
体
政
策
に
対
し
て
政
治
的
、
行
政
的
、
社
会
的
な
い
し
市
民
的
な
関
心
が
一
層
強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム

の
制
御
手
段
と
し
て
の
自
治
体
政
策
の
決
定
お
よ
び
実
施
過
程
の
ト
ー
タ
ル
な
分
析
は
、
重
要
性
を
増
す
研
究
領
域
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
際
、
政
府
間
関
係
に
お
け
る
「
相
互
依
存
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
の
分
析
と
評
価
の
視
点
を
組
み
込
む
こ
と

が
、
改
め
て
重
要
か
つ
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
治
体
政
策
決
定
の
自
律
性
を
促
す
分
権
化
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
状
況
が

強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
国
の
法
律
や
計
画
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
自
治
体
政
策
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
よ
り
一
層
複
雑
か
つ
包
括
的
な
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
単
に
、
第
一
次
分
権
改
革
に
よ
る
機
関
委
任
事
務
制
度
の
全
廃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
の
法
定
受
託
事
務
が
残
っ
た
た

め
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
自
治
事
務
の
領
域
に
お
け
る
法
律
お
よ
び
基
本
計
画
に
よ
る
国
の
包
括
的
関
与
が

一
層
複
雑
な
形
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
国
の
関
与
方
法
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
包
括
的
な
政
策
関
与
を
法
的
に
裏
づ
け
る
包
括
法

な
い
し
基
本
法
を
制
定
し
、
そ
の
中
で
国
の
基
本
指
針
な
い
し
基
本
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
、
そ
の
指
針
な
い
し
基
本
計
画
に
従
う

都
道
府
県
計
画
や
市
区
町
村
計
画
の
義
務
づ
け
ま
た
は
推
奨
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
方
式
の
政
策
関
与
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
、
か
つ
て
筆
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
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法
（
既
に
廃
止
）
お
よ
び
リ
ゾ
ー
ト
法
に
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
進
化
系
と
し
て
、
自
治
体
計
画
の
法
的
義
務
づ
け
が
初
め
て

体
系
的
に
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
、
平
成
二
年
の
老
人
保
健
法
お
よ
び
法
人
福
祉
法
改
正
に
よ
る
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
で
あ
っ
た
。

介
護
保
険
法
に
よ
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
も
こ
の
一
連
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
（
日
高
二
〇
〇
〇
、
第
三
章
お
よ
び
第

四
章
）

　
い
ま
や
、
こ
の
タ
イ
プ
の
国
に
よ
る
政
策
革
新
の
主
導
な
い
し
誘
導
は
、
き
わ
め
て
広
い
範
囲
の
政
策
領
域
に
及
ん
で
い
る
。

　
ま
ず
、
基
本
法
の
制
定
動
向
を
み
て
お
こ
う
。

　
政
府
の
法
令
デ
ー
タ
検
索
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
現
在
、
「
基
本
法
」
と
い
う
名
称
を
含
む
法
律
は
全
部
で
二
十

五
件
あ
る
。
こ
れ
を
昭
和
と
平
成
に
二
分
す
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
前
者
が
九
件
、
後
者
が
十
六
件
と
な
る
。
た
だ
し
、
周
知
の
と
お

り
表
で
＊
印
を
付
し
た
環
境
基
本
法
は
旧
公
害
対
策
基
本
法
を
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
旧
農
業
基
本
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刷
新

し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
し
か
も
平
成
十
年
以
降
に
急
増
（
全
体
の
四
十
八
％
）
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成

以
降
の
十
六
件
の
う
ち
、
中
央
省
庁
等
と
特
殊
法
人
等
の
改
革
基
本
法
を
除
く
十
四
件
の
す
べ
て
の
基
本
法
に
お
い
て
、
国
の
責
務
に

加
え
て
「
地
方
公
共
団
体
の
責
務
」
が
規
定
さ
れ
、
何
が
し
か
の
施
策
や
計
画
の
策
定
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
環
境
関
連

と
男
女
共
同
参
画
の
基
本
法
で
は
、
国
と
地
方
に
亘
る
計
画
体
系
の
基
本
枠
組
み
が
明
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
自
治
体
へ
の
施
策
な
い
し

計
画
の
策
定
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で
は
、
第
二
章
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
施
策
」
に
お
い
て
、
国
の
策
定
す
る
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
「
勘
案
」
し
て
、
都
道
府
県
は
計
画
の
策
定
を
法

的
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
十
四
条
第
一
項
）
。
一
方
、
市
町
村
計
画
の
策
定
は
努
力
義
務
と
さ
れ
た
（
第
十
四
条
第

三
項
）
。
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り
表
で
*
印
を
付
し
た
環
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基
本
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旧
公
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対
策
基
本
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を
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料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
旧
農
業
基
本
法
を
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そ
れ
ぞ
れ
刷
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し
た
も
の
で
あ
る
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平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
し
か
も
平
成
十
年
以
降
に
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増
(
全
体
の
四
十
八
%
)
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
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平
成

以
降
の
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六
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う
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、
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等
と
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の
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計
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の
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、
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案
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、
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画
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を
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に
義
務
づ
け
ら
れ
る
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と
に
な
っ
た
(
第
十
四
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第
一
項
)
。

一
方
、
市
町
村
計
画
の
策
定
は
努
力
義
務
と
さ
れ
た

(
第
十
四
条
第

三
璃
λ

)

。



　
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た
政
策
革
新
は
、
個
別
法
に
お
い
て
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
最
新
の
事
例
は
、
男
女

共
同
参
画
政
策
と
の
密
接
な
関
連
を
有
す
る
少
子
化
対
策
の
領
域
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
平
成
十
五
年
七
月
十
日
の
参
院
本
会
議
で
全

会
一
致
に
よ
り
可
決
成
立
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
（
平
成
十
五
年
七
月
十
六
日
法
律
第
百
二
十
号
）
に
よ
れ
ば
、
国

の
定
め
る
「
行
動
計
画
策
定
指
針
」
に
「
即
し
て
」
、
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
は
五
年
を
一
期
と
し
た
五
か
年
の
「
行
動
計
画
」
を
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表1制定年順にみた基本法

制定年 法　　　律　　　名

昭和22年 教育基本法

昭和30年 原子力基本法

昭和36年 災害対策基本法

昭和38年 中小企業基本法

昭和38年 観光基本法

昭和39年 森林・林業基本法

昭和43年 消費者保護基本法

昭和45年 交通安全対策基本法

昭和45年 障害者基本法

平成元年 土地基本法

平成5年 環境基本法（＊）

平成7年 科学技術基本法

平成7年 高齢社会対策基本法

平成10年 中央省庁等改革基本法

平成11年 食料・農業・農村基本法（＊）

平成11年 男女共同参画社会基本法

平成11年 ものづくり基盤技術振興基本法

平成12年 高度情報通信ネットワーク社会形成基本法

平成12年 循環型社会形成推進基本法

平成13年 文化芸術振興基本法

平成13年 水産基本法

平成13年 特殊法人等改革基本法

平成14年 知的財産基本法

平成14年 エネルギー政策基本法

平成15年 食品安全基本法
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制定年順にみた基本法表 1

名律

教育基本法

原子力基本法

災害対策基本法

中小企業基本法

観光基本法

森林・林業基本法

消費者保護基本法

交通安全対策基本法

障害者基本法

土地基本法

環境基本法(*)

科学技術基本法

高齢社会対策基本法

中央省庁等改革基本法

食料・農業・農村基本法(*)

平成元年

平成5年

平成7年

平成7年

平成10年

平成11年

平成11年

平成11年

男女共同参画社会基本法

ものづくり基盤技術振興基本法

高度情報通信ネットワーク社会形成基本法

循環型社会形成推進基本法

文化芸術振興基本法

水産基本法

特殊法人等改革基本法

知的財産基本法

平成12年

平成12年

平成13年

平成13年

平成13年

平成14年

平成14年

平成15年

エネルギー政策基本法

食品安全基本法

法制定年

昭和22年

昭和30年

昭和36年

昭和38年

昭和38年

昭和39年

昭和43年

昭和45年

昭和45年

こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た
政
策
革
新
は
、
個
別
法
に
お
い
て
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
最
新
の
事
例
は
、
男
女

共
同
参
画
政
策
と
の
密
接
な
関
連
を
有
す
る
少
子
化
対
策
の
領
域
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
平
成
十
五
年
七
月
十
日
の
参
院
本
会
議
で
全

会
一
致
に
よ
り
可
決
成
立
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
(
平
成
十
五
年
七
月
十
六
日
法
律
第
百
二
十
号
)

に
よ
れ
ば
、
国

の
定
め
る
「
行
動
計
画
策
定
指
針
」
に
「
即
し
て
」
、
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
は
五
年
を
一
期
と
し
た
五
か
年
の
「
行
動
計
画
」
を
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策
定
す
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
）
。
こ
の
法
律
の
制
定
と
連
動
し
な
が
ら
、
そ

の
必
要
性
や
内
容
に
つ
い
て
議
論
の
少
な
ぐ
な
か
っ
た
「
少
子
化
対
策
基
本
法
」
も
、
議
員
提
案
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
四
年
を
経
て
、

同
年
七
月
二
十
四
日
の
参
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
つ
い
に
成
立
し
た
。

　
自
治
体
政
策
に
密
接
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た
法
制
度
や
計
画
制
度
の
制
定
は
、
政
策
決
定
・
実
施
構
造
に
お
け
る
国
と
地
方
の
相
互

依
存
関
係
を
一
層
緊
密
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
自
治
体
政
策
の
自
律
性
と
き
わ
め
て
強
い
緊
張
関
係
に
立
た
し
め
る
も
の
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
の
政
策
決
定
・
実
施
構
造
は
、
わ
れ
わ
れ
が
老
人
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画
等
で
目
の
当
た
り

に
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
ま
さ
し
く
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
分
権
体
制
の
下
で
の
国
の
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
新
た
な

強
化
・
集
権
化
に
つ
な
が
る
の
か
、
そ
れ
と
も
相
互
依
存
構
造
の
下
で
の
国
・
地
方
お
よ
び
民
間
・
市
民
と
の
間
の
新
た
な
政
策
協
働

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
創
出
に
つ
な
が
る
の
か
、
現
時
点
で
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
認
識
に
立
ち
、
本
稿
で
は
国
と
地
方
自
治
体
と
の
政
策
的
な
相
互
依
存
関
係
が
強
く
規
制
な
い
し
価
値
再
分
配

タ
イ
プ
の
政
策
類
型
に
属
す
る
男
女
共
同
参
画
政
策
を
取
り
上
げ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
以
下
、
「
基
本
法
」
と
い
う
。
）

と
男
女
共
同
参
画
条
例
と
の
関
係
パ
タ
ー
ン
の
分
析
に
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
に
す
る
。
法
律
へ
の
従
属
性
と
条
例
の
自
律
性
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
け
る
研
究
ア
プ
ロ

ー
チ
は
法
律
学
の
そ
れ
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
の
そ
れ
で
も
な
い
。
行
政
学
的
な
政
策
過
程
研
究
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の

で
あ
る
。

策
定
す
る
こ
と
に
な
る
(
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
)
。
こ
の
法
律
の
制
定
と
連
動
し
な
が
ら
、

そ

の
必
要
性
や
内
容
に
つ
い
て
議
論
の
少
な
く
な
か
っ
た
「
少
子
化
対
策
基
本
法
」
も
、
議
員
提
案
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
四
年
を
経
て
、

同
年
七
月
二
十
四
日
の
参
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
つ
い
に
成
立
し
た
。

自
治
体
政
策
に
密
接
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た
法
制
度
や
計
画
制
度
の
制
定
は
、
政
策
決
定
・
実
施
構
造
に
お
け
る
国
と
地
方
の
相
互

依
存
関
係
を
一
層
緊
密
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
自
治
体
政
策
の
自
律
性
と
き
わ
め
て
強
い
緊
張
関
係
に
立
た
し
め
る
も
の
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
の
政
策
決
定
・
実
施
構
造
は
、

わ
れ
わ
れ
が
老
人
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画
等
で
目
の
当
た
り

に
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
ま
さ
し
く
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
分
権
体
制
の
下
で
の
国
の
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
新
た
な

強
化
・
集
権
化
に
つ
な
が
る
の
か
、

そ
れ
と
も
相
互
依
存
構
造
の
下
で
の
国
・
地
方
お
よ
び
民
間
・
市
民
と
の
聞
の
新
た
な
政
策
協
働

男女共同参画条例の制定動向(ー)

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
創
出
に
つ
な
が
る
の
か
、
現
時
点
で
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
認
識
に
立
ち
、
本
稿
で
は
固
と
地
方
自
治
体
と
の
政
策
的
な
相
互
依
存
関
係
が
強
く
規
制
な
い
し
価
値
再
分
配

タ
イ
プ
の
政
策
類
型
に
属
す
る
男
女
共
同
参
画
政
策
を
取
り
上
げ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
以
下
、
「
基
本
法
」
と
い
う
口
)

と
男
女
共
同
参
画
条
例
と
の
関
係
パ
タ
ー
ン
の
分
析
に
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
に
す
る
。
法
律
へ
の
従
属
性
と
条
例
の
自
律
性
と
の
パ
ラ

ン
ス
が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
主
た
る
テ
l
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
け
る
研
究
ア
プ
ロ

ー
チ
は
法
律
学
の
そ
れ
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
の
そ
れ
で
も
な
い
。
行
政
学
的
な
政
策
過
程
研
究
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の

で
あ
る
。
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二
　
自
治
体
政
策
の
波
及
モ
デ
ル
の
検
討

　
さ
て
、
行
政
学
的
な
政
策
過
程
研
究
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
合
、
い
か
な
る
分
析
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ

う
か
。
自
治
体
が
独
自
の
政
策
決
定
主
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
国
や
自
治
体
相
互
の
政
策
的
相
互
依
存
関
係
を
分
析
す
る

視
点
も
重
視
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
最
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
分
析
枠
組
み
は
、
伊
藤
修
一
郎
の
「
動
的
相
互

依
存
モ
デ
ル
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
伊
藤
二
〇
〇
二
）

　
そ
の
モ
デ
ル
全
体
の
概
要
は
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
日
高
二
〇
〇
二
）
が
、
以
下
、
本
稿
で
の
分
析
に
必
要
な
最
小
の
範

囲
で
そ
の
分
析
モ
デ
ル
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

　
自
治
体
政
策
過
程
は
、
そ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
経
済
条
件
や
政
治
行
政
環
境
（
内
生
変
数
）
に
よ
っ
て
の
み
影
響
を
受
け
る

自
己
完
結
的
な
過
程
で
は
な
い
。
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
国
の
方
針
の
決
定
を
待
っ
た
り
し
て
政
策
決
定
を

し
て
い
る
側
面
も
強
い
。
す
な
わ
ち
、
自
治
体
政
策
過
程
は
、
内
生
変
数
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
間
関
係
（
外

生
変
数
）
の
影
響
も
受
け
る
開
放
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
変
数
間
関
係
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
、
で

あ
る
。
特
に
、
地
方
自
治
体
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
政
策
の
革
新
や
波
及
が
進
行
す
る
場
合
に
は
、
外
生
変
数
の
作
用
の
態
様
に
よ

り
い
く
つ
か
の
異
な
る
パ
タ
ー
ン
が
生
じ
る
。
国
の
政
策
介
入
が
早
期
に
あ
る
い
は
強
力
に
行
わ
れ
る
場
合
、
自
治
体
政
策
の
革
新
な

い
し
波
及
は
急
速
に
進
行
し
や
す
い
。
こ
れ
は
国
の
介
入
に
よ
っ
て
自
治
体
の
引
き
受
け
る
リ
ス
ク
が
一
気
に
減
少
し
て
「
横
並
び
競

争
」
が
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
の
政
策
介
入
が
遅
れ
る
か
弱
い
場
合
、
内
生
変
数
が
作
動
す
る
度
合
い
に
応
じ
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さ
て
、
行
政
学
的
な
政
策
過
程
研
究
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
合
、

い
か
な
る
分
析
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ

う
か
。
自
治
体
が
独
自
の
政
策
決
定
主
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
国
や
自
治
体
相
互
の
政
策
的
相
互
依
存
関
係
を
分
析
す
る

視
点
も
重
視
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
最
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
分
析
枠
組
み
は
、
伊
藤
修
一
郎
の
「
動
的
相
互
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依
存
モ
デ
ル
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
(
伊
藤
二

O
O
二
)

そ
の
モ
デ
ル
全
体
の
概
要
は
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る

(
日
高
二

O
O
二
)
が
、
以
下
、
本
稿
で
の
分
析
に
必
要
な
最
小
の
範

囲
で
そ
の
分
析
モ
デ
ル
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

自
治
体
政
策
過
程
は
、
そ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
経
済
条
件
や
政
治
行
政
環
境
(
内
生
変
数
)
に
よ
っ
て
の
み
影
響
を
受
け
る

自
己
完
結
的
な
過
程
で
は
な
い
。
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
国
の
方
針
の
決
定
を
待
っ
た
り
し
て
政
策
決
定
を

し
て
い
る
側
面
も
強
い
。
す
な
わ
ち
、
自
治
体
政
策
過
程
は
、
内
生
変
数
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
間
関
係
(
外

生
変
数
)

の
影
響
も
受
け
る
開
放
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
変
数
間
関
係
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
、

で

あ
る
。
特
に
、
地
方
自
治
体
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
政
策
の
革
新
や
波
及
が
進
行
す
る
場
合
に
は
、
外
生
変
数
の
作
用
の
態
様
に
よ

り
い
く
つ
か
の
異
な
る
パ
タ
ー
ン
が
生
じ
る
。
国
の
政
策
介
入
が
早
期
に
あ
る
い
は
強
力
に
行
わ
れ
る
場
合
、
自
治
体
政
策
の
革
新
な

い
し
波
及
は
急
速
に
進
行
し
や
す
い
。
こ
れ
は
国
の
介
入
に
よ
っ
て
自
治
体
の
引
き
受
け
る
リ
ス
ク
が
一
気
に
減
少
し
て
「
横
並
び
競

争
」
が
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
の
政
策
介
入
が
遅
れ
る
か
弱
い
場
合
、
内
生
変
数
が
作
動
す
る
度
合
い
に
応
じ
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て
個
々
の
自
治
体
で
政
策
の
革
新
が
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
政
策
革
新
の
政
治
的
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
ほ
ど
、
孤
立
化
す

る
リ
ス
ク
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
同
様
の
内
生
条
件
に
置
か
れ
た
他
の
自
治
体
と
の
「
連
携
」
や
「
共
同
戦
線
」
が
実
現
す
る
。
こ
う

し
た
条
件
の
下
で
は
、
「
横
並
び
競
争
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
、
自
治
体
間
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
相
互
参
照
」

が
生
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
「
相
互
参
照
」
に
よ
る
政
策
の
革
新
な
い
し
波
及
は
、
「
横
並
び
競
争
」
に
比
べ
て
、
進
行
が
緩
や
か
で
、
時

に
部
分
的
な
自
治
体
だ
け
に
と
ど
ま
り
や
す
い
。

　
「
動
的
相
互
依
存
」
モ
デ
ル
に
よ
る
政
策
決
定
の
要
因
構
造
は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
形
式
で
、
か

つ
、
規
制
な
い
し
再
分
配
型
の
政
策
波
及
に
つ
い
て
、
伊
藤
自
身
に
よ
る
丹
念
な
実
証
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
条
例
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
策
形
式
や
市
町
村
レ
ベ
ル
の
政
策
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
有
効
性
の
検
証
は
現
状
で
は
十

レノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
I
l
ー
ー
l
l
｝
2
1
　
　
　
　
0

図1　伊藤による政策決定要因構造モデ

断二1）㊥』轡

政策出力

㊥拶⇒

内盤傑仲　（内的要図

匿コ
伊藤2002、p．83より転載

分
と
は
い
え
な
い
。

　
本
研
究
で
は
、
こ
の
伊
藤
モ
デ
ル
を
下
敷
き
に
し
て
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
お
け

る
主
に
男
女
共
同
参
画
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
を
実
証
分
析
す
る
。
た
だ
、
政
策
の
公
示

形
式
そ
の
も
の
は
条
例
に
限
ら
ず
き
わ
め
て
多
様
な
形
式
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
状
況
に
も
配
慮
し
た
い
。

　
以
下
の
分
析
を
行
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
作
業
仮
説
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

①
男
女
共
同
参
画
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
は
、
都
道
府
県
の
場
合
と
市
町
村
の
場
合

　
　
と
で
は
異
な
る
。

て
個
々
の
自
治
体
で
政
策
の
革
新
が
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
政
策
革
新
の
政
治
的
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
ほ
ど
、
孤
立
化
す

る
リ
ス
ク
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
同
様
の
内
生
条
件
に
置
か
れ
た
他
の
自
治
体
と
の
「
連
携
」
や
「
共
同
戦
線
」
が
実
現
す
る
。
こ
う

し
た
条
件
の
下
で
は
、
「
横
並
び
競
争
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
、
自
治
体
間
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
相
互
参
照
」

に
部
分
的
な
自
治
体
だ
け
に
と
ど
ま
り
や
す
い
。

が
生
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
「
相
互
参
照
」
に
よ
る
政
策
の
革
新
な
い
し
波
及
は
、
「
横
並
び
競
争
」
に
比
べ
て
、
進
行
が
緩
や
か
で
、
時

「
動
的
相
互
依
存
」
モ
デ
ル
に
よ
る
政
策
決
定
の
要
因
構
造
は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
形
式
で
、

か

つ
、
規
制
な
い
し
再
分
配
型
の
政
策
波
及
に
つ
い
て
、
伊
藤
自
身
に
よ
る
丹
念
な
実
証
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
条
例
以
外
の

男女共同参画条例の制定動向(ー)257 

図l

政
策
形
式
や
市
町
村
レ
ベ
ル
の
政
策
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
有
効
性
の
検
証
は
現
状
で
は
十

分
と
は
い
え
な
い
。

本
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こ
の
伊
藤
モ
デ
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を
下
敷
き
に
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て
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お
よ
び
市
町
村
お
け

る
主
に
男
女
共
同
参
画
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
を
実
証
分
析
す
る
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た
だ
、
政
策
の
公
示

形
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そ
の
も
の
は
条
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に
限
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ず
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多
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な
形
式
が
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る
こ
と
に
も
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意
す
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必

要
が
あ
る
の
で
、
デ

i
タ
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
状
況
に
も
配
慮
し
た
い
。

以
下
の
分
析
を
行
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
作
業
仮
説
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

① 

男
女
共
同
参
画
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
は
、
都
道
府
県
の
場
合
と
市
町
村
の
場
合

と
で
は
異
な
る
。
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②
都
道
府
県
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
は
、
「
相
互
参
照
」
と
「
横
並
び
競
争
」
の
複
合
型
で
あ
る
。

③
市
町
村
条
例
の
波
及
パ
タ
ー
ン
は
、
都
道
府
県
単
位
で
み
た
場
合
、
一
様
で
な
い
。
「
相
互
参
照
」
型
も
あ
れ
ば
、
府
県
の
早

　
期
の
介
入
に
よ
る
「
横
並
び
競
争
」
型
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
複
合
型
も
あ
る
。

④
政
策
の
公
示
形
式
の
違
い
に
よ
る
普
及
パ
タ
ー
ン
の
違
い
も
あ
る
。
条
例
制
定
と
計
画
策
定
の
関
係
に
着
目
し
た
だ
け
で
も
、

　
い
く
つ
か
の
異
な
る
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

三
　
男
女
共
同
参
画
条
例
の
制
定
状
況

　
表
2
の
と
お
り
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
岐
阜
県
、
京
都
府
お
よ
び
高

知
県
の
五
府
県
を
除
く
、
四
十
二
都
道
府
県
で
男
女
共
同
参
画
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
制
定
率
八
九
％
で
あ
る
。
図
2
は
、
年
次

別
の
制
定
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
伊
藤
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
国
の
法
律
制
定
を
契
機
に
し
て
、
都
道
府
県
条
例
の
制
定
が
一
気
に
加
速
し
早
期
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

都
道
府
県
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
場
合
、
そ
こ
に
は
「
横
並
び
競
争
」
が
働
い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
図
2
の
棒
グ

ラ
フ
よ
う
に
、
年
次
別
の
山
型
波
及
力
ー
ブ
を
描
き
、
し
た
が
っ
て
累
計
数
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
急
峻
な
右
肩
上
が
り
の
カ
ー
ブ
を
描

く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
波
及
形
態
に
着
目
す
る
限
り
、
都
道
府
県
条
例
の
制
定
パ
タ
ー
ン
は
典
型
的
な
「
横
並
び
競
争
」
に
近
い

よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
妥
当
性
の
具
体
的
な
検
証
は
次
節
で
行
う
。

　
一
方
、
市
町
村
条
例
の
制
定
状
況
は
、
平
成
十
五
年
八
月
五
日
現
在
の
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
表
3
の
と
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、
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男
女
共
同
参
画
条
例
の
制
定
状
況

表
2
の
と
お
り
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
岐
阜
県
、
京
都
府
お
よ
び
高

知
県
の
五
府
県
を
除
く
、

四
十
二
都
道
府
県
で
男
女
共
同
参
画
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
制
定
率
八
九
%
で
あ
る
。
図
2
は
、
年
次

別
の
制
定
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
藤
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
国
の
法
律
制
定
を
契
機
に
し
て
、
都
道
府
県
条
例
の
制
定
が
一
気
に
加
速
し
早
期
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

都
道
府
県
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
場
合
、

そ
こ
に
は
「
横
並
び
競
争
」
が
働
い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
図
2
の
棒
グ

ラ
フ
よ
う
に
、
年
次
別
の
山
型
波
及
カ

l
ブ
を
描
き
、

し
た
が
っ
て
累
計
数
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
急
峻
な
右
肩
上
が
り
の
カ

1
ブ
を
描

く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
波
及
形
態
に
着
目
す
る
限
り
、
都
道
府
県
条
例
の
制
定
パ
タ
ー
ン
は
典
型
的
な
「
横
並
び
競
争
」
に
近
い

よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
、

そ
の
妥
当
性
の
具
体
的
な
検
証
は
次
節
で
行
う
。

一
方
、
市
町
村
条
例
の
制
定
状
況
は
、
平
成
十
五
年
八
月
五
日
現
在
の
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
デ

1
タ
に
よ
れ
ば
、
表
3
の
と
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表2

男女共同参画条例の制定動向（一）

都道府県の男女共同参画条例の制定時期一覧表（制定順）

2003年8月5日現在

都道府県
制定時期

可決 公布 施行

埼玉県 埼玉県男女共同参画推進条例 平成玉2年3月21目 平成12年3月24日 平成12年4月1日

東京都 東京都男女平等参画基本条例 平成正2年3月24日 平成12年3月24目 平成12年3月24日

山口県 山口県男女共同参画推進条例 平成12年7月7目 平成12年7月11日 平成12年10月1日

三重県 三重県男女共同参画推進条例 平成12年10月10日 平成12年10月13日 平成13年1月1目

鳥取県 鳥取県男女共同参画推進条例 平成12年12月18目 平成12年12月26日 平成13年4月1目

富山県 富山県男女共同参画推進条例 平成13年3月23日 平成13年3月26日 平成13年4月1日

茨城県 茨城県男女共同参画推進条例 平成13年3月23日 平成13年3月28目 平成13年4月1日

北海道 北海道男女平等参画推進条例 平成13年3月28目 平成13年3月30日 平成13年4月1β

岡山県 岡由県男女共同参画の促進に関する条例 平成13年6月25日 平成13年6月26目 平成13年⑳月1目

宮城県 宮城県男女共同参画推進条例 平成13年6月28日 平成13年7月5日 平成13年8月1日

奈良県 奈良県男女共同参画推進条例 平成13年6月29日 平成13年7月旧 平成13年7月正日

青森県 青森県男女共岡参画推進条例 平成13年6月29日 平成13年7月4日 平成正3年7月4目

静岡県 静岡県男女共同参画推進条例 平成13年7月10日 平成13年7月24日 平成13年7月24目

佐賀県 佐賀県男女共同参画推進条例 平成13年10月5日 平成13年10月9日 平成正3年10月9日

石川県 石川県男女共同参画推進条例 平成13年10月5日 平成13年10月12日 平成13年三〇月12目

福岡県 福岡県男女共同参画推進条例 平成13年10月亙5目 平成13年10月19日 平成13年玉0月19目

広島県 広島県男女共同参画推進条例 平成13年12月18目 平成13年三2月21日 平成14年4月田

鹿児島県 鹿児島県男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年夏2月21目 平成14年1月1日

熊本県 熊本県男女共同参画推進条例 平成13年12月19日 平成13年12月20目 平成14年4月1日

滋賀県 滋賀県男女共同参画推進条例 平成13年12月20日 平成13年12月27日 平成14年4月1日

島根県 島根県男女共同参画推進条例 平成14年3月15日 平成14年3月26日 平成14年4月1目

愛媛県 愛媛県男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月26日 平成14年4月1目

和歌山県 和歌山県男女共同参画推進条例 平成14年3月20日 平成14年3月26日 平成14年4月1日

山梨県 山梨県男女共同参画推進条例 平成14年3月20目 平成14年3月28日 平成14年3月28日

福島県
福島県男女平等を実現し男女が個人として尊重される

社会を形成するための男女共同参面の推進に関する条
｛列

平成14年3月22日 平成14年3月26日 平成14年4月1日

香川県 香川県男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月27目 平成正4年4月1β

新潟県 新潟県男女平等社会の形成の促進に関する条例 平成14年3月22日 平成14年3月28日 平成正4年4月1日

大阪府 大阪府男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月29目 平成14年4月1日

徳島県 徳島県男女共同参画推進条例 平成正4年3月22日 平成正4年3月29日 平成14年4月1日

愛知県 愛知県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月26目 平成14年4月1日

長崎県 長崎県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月27目 平成14年4月1目

秋田県 秋田県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月29目 平成14年4月1目

神奈川県 神奈川県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

兵庫県 男女共同参面社会づくり条例 平成14年3月26日 平成14年3月27日 平成14年4月1日

大分県 大分県男女共同参画推進条例 平成14年3月27日 平成14年3月29目 平成14年4月1日

山形県 山形県男女共同参画推進条例 平成14年6月28日 平成14年7月2日 平成14年7月2目

岩手県 岩手県男女共同参面推進条例 平成14年10月4目 平成14年10月9目 平成14年10月9日

福井県 福井県男女共同参画推進条例 平成14年10月9日 平成14年10月H日 平成14年11月1日

長野県 長野県男女共同参画社会づくり条例 平成14年12月13日 平成14年12月26日 平成14年12月26日

栃木県 栃木県男女共同参画推進条例 平成14年12月20日 平成U年12月27目 平成15年4月1日

宮崎県 宮崎県男女共同参画推進条例 平成15年3月7日 平成15年3月12目 平成15年4月1日

沖縄県 沖縄県男女共同参画推進条例 平成15年3月27日 平成15年3月31日 平成15年4月1日
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表2 都道府県の男女共同参画条例の制定時期一覧表(制定順)
2∞3年8月5日現在

都道府県 条例名
制定時期

可決 公布 施行

埼玉県 埼玉県男女共同参画推進条例 平成12年3月21日 平成12年3月24日 平成12年4月1日

東尽都 東京都男女平等参画基本条例 平成12年3月24日 平成12年3月24日 平成12年3月24日

山口県 山口県男女共同参画推進条例 平成12年7月7日 平成12年7月11日 平成12年10月1日

一重県 三重県男女共同参画推進条例 平成12年10月10日 平成12年10月13日 平成13年1月1日

鳥取県 鳥取県男女共同参画推進条例 平成12年12月18日 平成12年12月261'l 平成13年4月1日

富山県 富山県男女共同参画推進条例 平成13年3月23日 平成13年3月26日 平成13年4月1日

茨城県 茨城県男女共同参画推進条例 平成13年3月23日 平成13年3月28日 平成13年4月1日

北海道 北海道男女平等参画推進条例 平成13年3月28日 平成13年3月30日 平成13年4月1日

岡山県 岡山県男女共同参画の促進iこ関する条例 平成13年6月25日 平成13年6月26日 平成13年10月1日

宮城県 宮城県男女共同参画推進条例 平成13年6月28日 平成13年7月51:! 平成13年8月1日

奈良県 奈良県男女共同参商推進条例 平成13年6月29日 平成13年7月1日 平成13年7月1日

青森県 脊森県男女共同参画推進条例 平成13年6月29日 平成13年7月4日 平成13年7月41'l

静岡県 静岡県男女共同参画推進条例 平成13年7月10日 平成13年7月24日 平成13年7月24日

佐賀県 佐賀県男女共同参画推進条例 平成13年10月5日 平成13年10月9日 平成13年10月9日

石川県 石川県男女共同参画推進条例 平成13年10月5日 平成13年10月12日 平成13年10月12日

福岡県 福岡県男女共同参画推進条例 平成13年10月15日 平成13年10月19日 平成13年10月19日

広島県 広島県男女共同参li!ii推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月21臼 平成14年4月11'l

鹿児島県 鹿児島県男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月21日 平成14年1月1日

熊本県 熊本県男女共同参画推進条例 平成13年12月19日 平成13年12月初日 平成14年4月1日

滋賀県 滋袈県男女共同参画推進条例 平成13年12月初日 平成13年12月27日 平成14年4月1日

島根県 島根県男女共同参画推進条例 平成14年3月15日 平成14年3月26日 平成14年4月l日

愛媛県 愛媛県男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月26日 平成14年4月1日

和歌山県 和歌山県男女共同参画推進条例 平成14年3月20日 平成14年3]326日 平成14年4月1日

山梨県 山梨県男女共同参画推進条例 平成14年3月20日 平成14年3月28日 平成14年3月28日

福島県
福社島会県を男形成女す平等るをた実め現の男し男女女共同が個参商人のと推し進て噂に重関すされる条る

平成14年3月22日 平成14年3月26日 平成14年4月1日
領d

香川県 香川県男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月27日 平成14年4月11'l

新潟県 新潟県男女平等社会の形成の促進に関する条例 平成14年3月22日 平成14年3月28日 平成14年4月1日

大阪府 大阪府男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

態島県 徳島県男女共同参商推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

愛知県 愛知県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月26日 平成14年4月1日

長崎県 長崎県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月27日 平成14年4月1日

秋田県 秋田県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

神奈川県 神奈川県男女共同参画推進条例 平成14年3月25日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

兵庫県 男女共同参画社会づくり条例 平成14年3月26日 平成14年3月27日 平成14年4月1日

大分県 大分県男女共同参画推進条例 平成14年3月27日 平成14年3月29日 平成14年4月1s

山形県 山形県男女共同参画推進条例 平成14年6月28日 平成14年7月2日 平成14年7月2日

岩手県 岩手県男女共同参画推進条例 平成14年10]34日 平成14年10月9日 平成14年10月9日

福井県 福井県男女共同参画推進条例 平成14年10月9日 平成14年10月11日 平成14年11月1日

長野県 長野県男女共同参画社会づくり条例 平成14年12月13日 平成14年12月26日 平成14年12月初日

栃木県 栃木県男女共同参画推進条例 平成14年12月初日 平成14年12月27日 平成15年4月1日

宮崎県 宮崎県男女共同参画推進条例 平成15年3月7日 平成15年3月12日 平成15年4月1s

沖縄県 沖縄県男女共同参画推進条例 平成15年3月27日 平成15年3月31日 平成15年4月l日
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図2　都道府県条例の年次別および累計制定数
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市区町村の男女共同参画条例の制定時期一覧表（制定順）表3

2003年8月5日現在

都道府県
市区町村

条例名
制定時期（下線部は未確認のためダミー）

可決 公布 施行

山梨県 都留市 都留市男女共同参画基本条例 平成12年3月24目 平成12年3月24日 平成12年3月24日

島根県 出雲市 男女共同参画による出雲市まちづくり条例 平成12年3月24日 平成12年3月24日 平成12年3月24日

長野県 塩尻市 塩尻市男女共同参画基本条例 平成12年3月21日 平成12年3月24日 平成12年4月1日

埼玉県 新座市 新座市男女共同参画推進条例 平成12年6月12日 平成12年6月15日 平成12年7月1日

石川県 小松市 小松市男女共同参画基本条例 平成12年9月19目 平成12年9月25日 平成12年10月1日

山梨県 身延町 身延町男女共同参薩推進のためのまちづくり条例 平成12年9月22日 平成12年10月2日 平成12年10月2日

北海道 様似町 様似町男女共同参画条例 平成12年12月18日 平成12年毘月18日 平成12年12月18目

岡山県 倉敷市 倉敷市男女共同参画条例 平成12年12月15日 平成12年12月22日 平成13年4月1日

宮　県 岩出山町 いわでやま男女平等推進条例 平成12年12月20日 平成12年12月22日 平成13年4月1日

島根県 江’市 江津市男女共同参画推進条例 平成13年3月16日 平成13年3月21日 平成13年4月1日

石川県 羽咋市 羽咋市男女が共に輝く21世妃のまちづくり条例 平成13年3月22日 平成13年3月27目 平成13年4月1日

茨城県 水戸市 水戸市男女平等参画基本条例 平成13年3月2三日 平成13年3月27日 平成13年9月28日

神奈川県 横浜市 横浜市男女共同参画推進条例 平成13年3月26日 平成13年3月28日 平成13年4月1日

長野県 茅野市 茅野市男女共同参画基本条例 平成13年3月16日 平成13年3月30日 平成13年3月30日

岡山県 岡山市 岡出市男女共同参面社会の形成の促進に関する条例 平成13年6月25目 平成13年6月27日 平成13年10月1日

神奈川県 川崎市 男女平等かわさき条例 平成13年6月22日 平成13年6月29日 平成13年10月1日

長野県 小布施町 ノト布施町男女共同参画社会推進条例 平成13年9月19日 平成13年9月20日 平成13年9月20日

北海道 上磯町 上磯町男女共同参画推進条例 平成13年9月21日 平成13年9月25日 平成13年9月25日

青森県 八戸市 八戸市男女共同参面基本条例 平成13年9月20目 平成B年9月27日 平成13年10月1日

広島県 広島市 広島市男女共同参画推進条例 平成13年9月28日 平成13年9月28日 平成13年9月28日

熊本県 八代市 八代市男女共同参薗推進条例 平成B年12月14日 平成13年12月18日 平成14年4月1日

石川県 金沢市 金沢市男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月19日 平成14年4月1日

広島県 呉市 くれ男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月別日 平成13年12月21日

埼玉県 川越市 川越市男女共同参画推進条例 平成13年12月21目 平成13年12月21日 平成13年12月2五日

神奈川県 横須賀市 横須賀市男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月21日 平成14年4月頂

福岡県 福問町 福間町男女がともに歩むまちづくり基本条例 平成13年12月21日 平成13年12月21日 平成14年4月1日

岡山県 新見市 新見市男女共同参画まちづくり条例 平成13年12月19日 平成13年12月25日 平成14年4月1日

滋賀県 彦根市 男女共同参画を推進する彦根市条例 平成13年12月19日 平成13年12月27日 平成14年4月1目

茨城県 日立市 日立市男女共同参画社会基本条例 平成玉3年12月19日 平成13年12月28日 平成13年12月28日

東京 日野市 日野市男女平等基本条例 平成13年12月21日 平成13年12月28日 平成14年4月1日

岩手県 大船渡市 大船渡市男女共同参画推進条例 平成14年2月26日 平成14年2月27日 平成14年4月1日

東京都 目黒区 目黒区男女が平等に共同参画する杜会づくり条例 平成14年3月14日 平成14年3月15日 平成M年3月15同

富山県 小杉町 小杉町男女平等社会推進条例 平成14年3月20日 平成14年3月20日 平成14年4月1日

長野県 臼田町 臼田町男女共同参画基本条例 平成14年3月20日 平成14年3月20日 平成14年4月1日

大分県 湯布院町 湯布院町男女共同参画推進条例 平成13年12月19日 平成M年3月21β 平成14年4月1日

島根県 太田市 太田布男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月22日 平成14年4月1ロ

富山県 朝日町 朝日町男女共同参画祉会の形成に関する条例 平成14年3月20日 平成14年3月22日 平成14年4月1日

岡山県 津山市 津山市男女共同参画まちづくり条例 平成14年3月22日 平成14年3月22日 平成14年10月1日

＃重県 桑名市 桑名市の男女平等をすすめるための条例 平成14年3月25日 平成14年3月25日 平成14年10月1日

鳥取県 鳥取市 鳥取市男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3月26日 平成14年4月1日

茨城県 龍ケ崎市 龍ヶ崎市男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月27日 平成14年4月1日

ご重県 津市 津市男女共同参画推進条例 平成14年3月26目 平成14年3月27日 平成14年4月1日

埼玉県 桶川市 桶川市男女共同参面推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月28日 平成14年4月1日

三重県 上野市 上野市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年3月28日 平成M年4月1日

福岡県 北九州市 北九州市男女共同参頁社会の形成の推進に関する条例 平成14年3月26日 平成M年3月28日 平成14年4月1日

大阪府 堺市 堺市男女平等社会の形成の推進に関する条例 平成14年3月28目 平成14年3月28日 平成14年4月1日

愛知県 名古屋市 男女平等参画推進なごや条例 平成14年3月19日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

岡山県 大佐町 大佐町男女共同参画の推進に関する条例 平成14年3月19日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

新潟県 上越市 上越市男女共同参面基本条例 平成14年3月26日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

岡山県 玉野市 玉野市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

東京都 中野区 中野区男女平等基本条例 平成14年3月27日 平成14年3月29日 平成14年4月1日
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表3 市区町村の男女共同参画条例の制定時期一覧表(制定順)

2∞3年8月5日現在
都道府県

市区町村
条例名

制定時期(下線部は未確認のためダミー)

可決 公布 施行

山梨県 都留市 都留市男女共同参画基本条例 平成12年3月24日 平成12年3月24日 平成12年3月24日

島根県 出雲市 男女共同参画による出雲市まちづくり条例 平成12年3月24日 平成12年3月24日 平成12年3月24日

長野県 塩尻市 温尻市男女共同参画基本条例 平成12年3月21日 平成12年3月24日 平成12年4月1日

埼玉県 新座市 新座市男女共同参画推進条例 平成12年6月12日 平成12年6月15日 平成12年7月間

石川県 小松市 小松市男女共同参商基本条例 平成12年9月19日 平成12年9月25日 平成12年10月1日

山梨県 身延町 身延町男女共同参画推進のためのまちづくり条例 平成12年9月22日 平成12年10月2日 平成12年10Ji2日

北海道 様似町 犠似町男女共同参画条例 平成12年12月18日 平成12年12月18日 平成12年12月18日

岡山県 倉敷市 倉敷市男女共同参蔚条例 平成12年12月15日 平成12年12月22日 平成13年4月1日

宮城県 岩出山町 いわでやま男女平等推進条例 平成12年12月20日 平成12年12月22日 平成13年4月1日

島根県
羽江津咋市市

江添市男女共同参画推進条例 平成13年3月16日 平成13年3月21日 平成13年4月1日

石川県 羽咋市男女が共に輝く21世紀のまちづくり条例 平成13年3月22日 平成13年3月27日 平成13年4月1日

茨城県 水戸市 水戸市男女平等参画基本条例 平成13年3月21日 平成13年3月27日 平成13年9月28日

神奈川県 横浜市 横浜市男女共同参面推進条例 平成13年3月26日 平成13年3月28日 平成13年4Jil日

長野県 茅野市 茅野市男女共同参画基本条例 平成13年3月16日 平成13年3月初日 平成13年3月初日

岡山県 岡山市 岡山市男女共同参商社会の形成の促進に関する条例 平成13年6月25日 平成13年6月27日 平成13年10月1日

神奈川県 川崎市 男女平等かわさき条例 平成13年6月22日 平成13年6月29日 平成13年10月1日

長野県 小布施町 小布施町男女共同参商社会推進条例 平成13年9月19日 平成13年9月20日 平成13年9月初日

北海道 上磯町 上磯町男女共同参画推進条例 平成13年9月21日 平成13年9月25日 平成13年9月25日

青森県 八戸市 八戸市男女共同参画基本条例 平成13年9月初日 平成13年9月27日 平成13年10月1日

広島県 広島市 広島市男女共同参画推進条例 平成13年9月28日 平成13年9月28日 平成13年9月28日

熊本県 八代市 八代市男女共同参画推進条例 平成13年12月14日 平成13年12月18s 平成14年4月1日

石川県 金沢市 金沢市男女共同参商推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月四日 平成14年4月1日

広島県 呉市 くれ男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月21日 平成13年12月21日

埼玉県 川越市 川越市男女共同参画推進条例 平成13年12月21日 平成13年12月21日 平成13年12月21日

神奈川県 横須賀市 横須賀市男女共同参画推進条例 平成13年12月18日 平成13年12月21日 平成14年4月ls

福岡県 福間町 福間町男女がともに歩むまちづ〈り基本条例 平成13年12月21日 平成13年12月21日 平成14年4月1日

岡山県 新見市 新見市男女共同参画まちづくり条例 平成13年12月19日 平成13年12月初日 平成14年4月1日

滋賀県 彦根市 男女共同参画を推進する彦根市条例 平成13年12月19日 平成13年12月27日 平成14年4月1日

茨城県 日立市 目立市男女共問参商社会基本条例 平成13年12月19日 平成13年12月28日 平成13年12月28日

東京都 日野市 日野市男女平等基本条例 平成13年12月21日 平成13年12月28日 平成14年4月1日

岩手県 大船渡市 大船渡市男女共同参画推進条例 平成14年2月26日 平成14年2月27日 平成14年4月1日

東京都 目黒区 目黒区男女が平等に共同参画する社会づくり条例 平成14年3月14日 平成14年3月15日 平成14年3月15日

富山県 小杉町 小杉町男女平等社会推進条例 平成14年3月20日 平成14~手3月 20 日 平成14年4月1日

長野県 日回町 臼田町男女共同参画基本条例 平成14年3月初日 平成14年3月20日 平成14寺三4月1日

大分県 湯布院町 湯布院町男女共同参商推進条例 平成13年12月19日 平成14年3月21日 平成14年4月1日

島根県 太田市 太田市男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月22日 平成14年4月1日

富山県 朝日町 朝日町男女共同参商社会の形成に関する条例 平成14年3月20日 平成14年3月22日 平成14年4月1日

岡山県 津山市 海山市男女共同参画まちづくり条例 平成14年3月22日 平成14年3月22日 平成14年10月1日

三重県 桑名市 桑名市の男女平等をすすめるための条例 平成14年3月25日 平成14年3月25日 平成14年10月1日

鳥取県 鳥取市 鳥取市男女共同参画推進条例 平成14年3月22日 平成14年3Ji26日 平成14年4月l日

茨城県 龍ヶ崎市 線ヶ崎市男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3月27日 平成1時三4月1日

重県 津市 津市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年3月27日 平成14年4月1日

埼玉県 桶川市 橘}II市男女共同参画推進条例 平成14年3月18日 平成14年3Ji28日 平成14年4月1日

三重県 上野市 上野市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14'年3月28日 平成14~三4月 1 日

福岡県 北九州市 北九州市男女共同参画社会の形舟の推進に関する条例 平成14年3月26日 平成14年3月28日 平成l時三4月1日

大阪府 堺市 堺市男女平等社会の形成の推進に関する条例 平成14年3月28日 平成14年3月28日 平成14年4月間

愛知県 名古屋市 男女平等参画推進なごや条例 平成14年3月19日 平成14年3月29日 平成14司王4月1日

岡山県 大佐町 大佐町男女共同参画の推進に関する条例 平成14年3月19日 平成14年3月初日 平成14年4月1日

新潟県 上越市 上越市男女共同参画基本条例 平成14年3月26日 平成14年3月29日 平成14年4月1日

岡山県 玉野市 玉野市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年3月29日 平成14年三4月1日

東京都 中野区 中野区男女平等基本条例 平成14年3月27日 平成14年3月29日 平成14年4月間
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奈良県 大和高田市 大和高田市男女共同参画推進条例 平成14年3月19日 平成14年4月1目 平成M年4月1日

広島県 福山市 福山市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年4月1目 平成14年4月1日

福井県 武生市 武生市男女共同参画推進条例 平成M年6月12日 平成14年6月19日 平成14年6月19日

岩手県 花巻市 花巻市男女共同参画推進条例 平成14年6月13目 平成14年6月20日 平成14年6月20日

埼玉県 志木市 志木市男女共同参画推進条例 平成14年6月20日 平成14年6月20日 平成14年7月1日

宮城県 白石市 白石市男女共同参画社会推進条例 平成14年6月20日 平成14年6月21日 平成14年6月21日

兵庫県 宝塚市 宝塚市男女共同参画推進条例 平成14年6月25日 平成14年6月27日 平成14年7月1日

山口県 宇部市　　宇部市男女共同参画推進条例 平成14年6月26目 平成14年6月28日 平成14年6月28目

岐阜県 岐阜市 岐阜市男女共同参画推進条例 平成14年6月27目 平成14年6月28日 平成14年6月28目

兵庫県 加美町 男女共同参面加美の里づくり条例 平成14年6月26日 平成14年7月1日 平成14年7月旧

岡山県 作東町 作東町男女共同参画まちづくり促進に関する条例 平成14年6月26日 平成14年7月1目 平成！4年7月1目

長崎県 三和町 三和町男女共同参画推進条例 平成14年9月玉9日 平成14年9月19日 平成14年9月19日

山梨県 高根町 高根町男女がともに歩む豊かなまちづくり条例 平成14年9月19目 平成14年9月20日 平成14年10月1日

大分県 武蔵町 武蔵町男女共同参画推進条例 平成14年9月13日 平成14年9月24日 平成14年9月24日

長崎県 長崎市 長崎市男女共同参画推進条例 平成14年9月19日 平成M年9月25目 平成14年10月1日

千葉県 千葉市 千葉市男女共同参画ハーモニー条例 平成14年9月24日 平成14年9月25日 平成15年4月1目

三重県 伊勢市 伊勢市男女共同参画推進条例 平成14年9月17日 平成14年9月26日 平成14年10月1日

兵庫県 小野市 小野市は一と・シップ（男女共同参画〉社会推進条例 平成M年9月20日 平成14年9月26日 平成14年m月1日

鳥取県 青谷町 青谷町男女共同参画推進条例 平成14年9月26目 平成14年9月26日 平成15年4月1日

岡山県 新庄村 新庄村男女共同参画の推進条例 平成正4年9月26日 平成14年9月26日 平成15年4月1日

大阪府 池田市 池田市男女共同参画推進条例 平成14年9月26目 平成14年9月27日 平成14年9月27目

福井県 小浜市 小浜市男女共同参画推進条例 平成14年9月19日 平成M年9月30日 平成14年10月1日

福岡県 久留米市 久留米市男女平等を進める条例 平成M年9月26日 平成14年9月3服 平成15年4月1日

岡由県 柵原町 柵原町男女共同参画まちづくり条例 平成14年9月27日 平成14年王0月1目 平成14年10月1日

鹿児島県 川内市 川内市男女共同参画基本条例 平成14年9月27日 平成14年10月1目 平成14年12月1日

北海道 札幌市 札幌市男女共同参画推進条例 平成14年10月7日 平成14年10月7目 平成15年1月1日

大阪府 吹田市 吹田市男女共同参画推進条例 平成M年10月2目 平成M年10月9目 平成14年11月1日

大阪府 大阪市 大阪市男女共同参画推進条例 平成王4年12月3日 平成正4年12月4日 平成15年1月1日

静岡県 浜松市 浜松市男女共同参画推進条例 平成14年12月17日 平成14年12月17日 平成15年4月1日

山県県 長井市 長井市男女共同参画推進条例 平成14年12月13日 平成M年12月18日 平成14年12月正8日

福島県 会津高田町 会津高田町男女共同参画推進まちづくり条例 平成14年12月20日 平成14年12月20日 平成14年12月20日

鳥取県 八東町 八東町男女がともに輝くまちづくり条例

千葉県 市川市 市川市男女平等基本条例 平成14年12月U目 平成掻年12月20日 平成15年正月旧

鹿児島県 川辺町 川辺町男女共同参画推進条例 平成14年12月20目 平成14年12月20日 平成15年4月1貝

宮城県 高清水町 高清水町男女がともに歩むまちづくり条例 平成無年12月19日 平成14年12月24日 平成14年12月24目

静岡県 熱海市 熱海市男女共同参面推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月24日 平成嫉年12月24日

富山県 大門町 大門町男女共同参画推進条例 平成14年12月16日 平成14年12月24日 平成15年1月田

福岡県 三輪町 三輪町男女がともに支えあうまちづくり推進条例 平成14年12月17目 平成14年12月24日 平成15年1月1日

福岡県 二丈町 二丈町男女共同参画推進条例 平成14年12月19日 平成14年12月24日 平成15年1月1目

富山県 大山町 大山町男女平等社会推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月25日 平成15年工月1同

岐阜県 高山市 高山市男女共同参画推進条例 平成14年12月19β 平成14年12月25日 平成15年4月1日

大分県 三重町 三重町男女共同参画推進条例 平成14年12月玉9日 平成14年12月25日 平成15年4月1日

京都府 亀岡市 亀岡市男女共同参画条例 平成14年12月24日 平成M年12月25日 平成15年4月1日

福島県 福島市 福島市男女共同参画推進条例 平成14年12月20β 平成14年12月27日 平成14年12月27日

福島県 須賀川市 須賀川市男女共同参画推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月27日 平成互5年1月1同

千　県 佐　市 佐倉市男女平等参画推進条例 平成14年12月18日 平成14年12月27日 平成15年4月1日

岩手県 水沢市 水沢市男女共同参画推進条例 平成15年2月28日 平成15年3月4日 平成15年6月1目

東京都 板橋区 東京都板橋区男女平等参画基本条例 平成15年3月3日 平成15年3月6日 平成15年4月1日

山梨県 小淵沢町 小淵沢町男女平等参画推進条例 平成15年3月14目 平成15年3月14日 平成15年3月14目

福島県 長沼町 長沼町男女共同参画推進条例 平成15年3月6日 平成15年3月三4日 平成15年姻1日

宮城県 仙台市 仙台市男女共同参画推進条例 平成15年3月14日 平成15年3月M日 平成15年4月1日

埼玉県 さいたま市 さいたま市男女共同参画のまちづくり条例 平成15年3月14日 平成15年4月1日

長野県 北御牧町 北御牧町男女共同参画社会づくり条例 平成15年3月14日 平成三5年3月嫉日 平成15年4月1日

島根県 平田市 平田市男女共同参画基本条例 平成15年3月12目 平成15年3月17日 平成15年4月1日

埼玉県 岡部町 岡部町男女共岡参画推進条例 平成正5年3月17日 平成15年正0恥日

福島県 二本松市 二本松市男女共同参画推進条例 平成15年3月18目 平成15年3月18日 平成15年3月18日

法学論集 51 (山梨学院大学) 262 

奈良県 大和高岡市 大和高田市男女共同参画推進条例 平成14年3月19日 平成14年4月1日 平成14年4月1日

広島県 福山市 福山市男女共同参画推進条例 平成14年3月26日 平成14年4月間 平成14年4月1日

福井県 武生市 武生市男女共同参画推進条例 平成14年6月12日 平成14年6月19日 平成14年6月19日

岩手県 花巻市 花巻市男女共同参画推進条例 平成14年6月13日 平成14年6月20日 平成14年6月20日

埼玉県 志木市 志木市男女共同参商推進条例 平成14年6月20日 平成14年6月初日 平成14年7月間

宮城県 白石市 白石市男女共同参商社会推進条例 平成14年6月20日 平成14年6月21日 平成14年6月21日

兵庫県 宝塚市 宝塚市男女共同参画推進条例 平成14年6月25日 平成14年6月27日 平成14年7月1日

山口県 字都市 宇都市男女共同参画推進条例 平成14年6月26日 平成14年同28日 平成14年6月28日

岐阜県 岐阜市 岐阜市男女共同参画推進条例 平成14年6月27日 平成14年6月28日 平成14年6月28日

兵庫県 加美町 男女共同参画加美の里づくり条例 平成14年8月26日 平成14年7月1日 平成14年7月1日

岡山県 作東町 作東町男女共同参画まちづくり促進に関する条例 平成14年6月26日 平成14年7月1日 平成14年7月l日

長時県 一和町 三和町男女共同参画推進条例 平成14年9月19日 平成14年同19日 平成14年9月19日

山梨県 高根町 高狼町男女がともに歩む豊かなまちづくり条例 平成14年9月19日 平成14年9月20日 平成14年10月1日

大分県 武蔵町 武蔵町男女共同参画推進条例 平成14年9月13日 平成14年9月24日 平成14年9月24日

長崎県 長崎市 長崎市男女共同参画推進条例 平成14年9月19日 平成14年9月25日 平成14年10月1日

千葉県 千葉市 千葉市男女共同参画ハ}モー}条例 平成14年9月24日 平成14年9月25日 平成15年4月l日

三重県 |伊勢市 伊勢市男女共同参画推進条例 平成14年9月17日 平成14年9月26日 平成14年10月1日

兵庫県 小野市 小野市はーと・シyプ(男女共同参画)社会推進条例 平成14年9月20日 平成14年9月初日 平成14年10月l罰

鳥取県 青谷町 青谷町男女共同参ji!jj推進条例 平成14年9月26日 平成14年9月26日 平成15年4月1日

岡山県 新庄村 新庄村男女共同参画の推進条例 平成14年9月26日 平成14年9月初日 平成15年4月l日

大阪府 池田市 池田市男女共同参画推進条例 平成14年9月26日 平成14年9月27日 平成14年9月27日

福井県 小浜市 小浜市男女共同参画推進条例 平成14年9月19日 平成14年9月30日 平成14年10月1日

福岡県 久留米市 久留米市男女平等を進める条例 平成14年9月26日 平成14年9月30日 平成15年4月1日 ! 

岡山県 栂原町 柵原町男女共同参画まちづくり条例 平成14年9月27日 平成14年10月1日 平成14年10月1日

鹿児島県 川内市 川i内市男女共同参画基本条例 平成14年9月27日 平成14年10月11"1 平成14年12月1日

北海道 札幌市 札幌市男女共同参画推進条例 平成14年10月7日 平成14年10月7日 平成15年1月1日

大阪府 吹同市 吹田市男女共同参画推進条例 平成14年10月2日 平成14年10月9日 平成14年11月1日

大阪府 大阪市 大阪市男女共同参画推進条例 平成14年12月3日 平成14年12月4日 平成15年1月1日

静岡県 浜松市 浜松市男女共同参画推進条例 平成14年12月17日 平成14年12月17日 平成15年4月1日

山県県 長井市 長井市男女共同参萄推進条例 平成14年12月13日 平成14年12月18日 平成14年12月18日

福島県 会津高田町 会津高田町男女共同参m1推進まちづく 9条例 平成14年12月20日 平成14年12月初日 平成14年12月初日

鳥取県 八東町 八東町男女がともに輝くまちづくり条例 主盛~月初日 ~盛~ 茎盛14空~

千葉県 市川市 市JII市男女平等基本条例 平成14年12月11日 平成14年12月初日 平成15年l月1日

鹿児島県 川辺町 川辺町男女共同参画推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月初日 平成15年4月間

宮城県 高清水町 高清水町男女がともに歩むまちづくり条例 平成14年12月19日 平成14年12月24日 平成14年12月24日

静岡県 熱海市 熱海市男女共同参画推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月24日 平成14年12月24日

富山県 大門町 大門町男女共同参画推進条例 平成14年12月16日 平成14年12月24日 平成15年l月間

福岡県 一輪町 三輪町男女がともに支えあうまちづくり推進条例 平成14年12月17日 平成14年12月24日 平成15年l月1日

福岡県 丈町 二丈町男女共同参茜推進条例 平成14年12月19日 平成14年12月24日 平成15年1月1日

富山県 大山町 大山町男女平等社会推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月25日 平成15年I月1日

岐阜県 向山市 高山市男女共同参画推進条例 平成14年12月19日 平成14年12月25日 平成15年4月1日

大分県 二重町 三重町男女共同参画推進条例 平成14年12月19日 平成14年12月25日 平成15年4月1日

京都府 亀岡市 亀岡市男女共同参画条例 平成14年12月24日 平成14年12月25日 平成15年4月1日

福島県 福島市 福島市男女共同参画推進条例 平成14年12月初日 平成14年12月27日 平成14年12月27日

福島県 須賀川市 須賀川市男女共同参画推進条例 平成14年12月20日 平成14年12月27日 平成15年l月1日

千葉県 佐倉市 佐倉市男女平等参画推進条例 平成14年12月18日 平成14年12月27日 平成15年4月1日

岩手県 水沢市 水沢市男女共同参ji!jj推進条例 平成15年2月28日 平成15年3月4日 平成15年6月1日

東京都 板橋区 東京都板橋区男女平等参画基本条例 平成15年3月3日 平成15年3月6日 平成15年4月1日

山梨県 小淵沢町 小淵沢町男女平等参画推進条例 平成15年3月14日 平成15年3月14日 平成15年3月14日

福島県 長沼町 長沼町男女共同参画推進条例 平成15年3月6日 平成15年3月14日 平成15年4月1日

宮城県 仙台市 仙台市男女共同参爾推進条例 平成15年3月14日 平成15年3月14日 平成15年4月1日

埼玉県 さいたま市 さいたま市男女共同参画のまちづくり条例霊感~ 平成15年3月14日 平成15年4月1日

長野県 北御牧町 北御牧町男女共同参商社会づくり条例 平成15年3月14日 平成15年3月14日 平成15年4月l日

島根県 平回市 平田市男女共同参画基本条例 平成15年3月12日 平成15年明17日 平成15年4月1日

埼玉県 岡部町 岡部町男女共同参蛮推進条例 主盛~日 平成15年3月17日 平成15年10月1日

福島県 二本松市 二本松市男女共同参画推進条例 平成15年3月18日 平成15年3月18日 平成15年3月18日
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山梨県 下部町 下部町男女共同参画推進条例 平成15年3月17日 平成15年3月18日 平成15年4月l日

福島県 川俣町 川俣町男女共同参画推進条例 平成15年3月18日 平成15年3月18日 平成15年4月1日

岡山県 井原市 井原市男女共同参画のまちづくり条例 平成15年3月18日 平成15年3月18日 平成15年10月1日

茨城県 波崎町 波崎町男女共同参画捻進条例 平成15年3月14日 平成15年3月19日 平成15年4月1日

愛知県 春日井市 春日井市男女共同参画推進条例 平成15年3月17日 平成15年3月初日 平成15年4月1日

長野県 高山町 高山町男女共同参画社会づくり条例 平成15年3月初日 平成15年3月初日 平成15年4月1日

山梨県 富士吉田市 富士吉田市男女共同参画推進条例 平成15年3月17日 平成15年3月24日 平成15年4月l日

長野県 上田市 上田市男女共同参画の推進に関する条例 平成15年3月19日 平成15年3月24日 平成15年4月1日

山口県 岩国市 岩国市男女共同参画推進条例 平成15年3月初日 平成15年3月24日 平成15年4月1日

埼玉県 朝霞市 朝霞市男女平等推進条例 主Iilli隻3月24日 平成15年3月24日 平成15年4月1日

広島県 一次市 一次市男女共同参画推進条例 平成15年3月19日 平成15年3月25日 平成15年3月25日

宮城県 気仙沼市 気仙沼市男女共同参商推進条例 平成15年3月18日 平成15年3月25日 平成15年4月1日

茨城県 潮来市 潮来市男女共同参画基本条例 平成15年3月20日 平成15年3月25日 平成15年4月1日

長野祭 諏訪市 自在訪市男女共同参商推進条例 平成15年3月20日 平成15年3月25日 平成15年4月1日

茨城県 ひたちなか市 ひたちなか市男女共同参商推進条例 平成15年3月25日 平成15年3月25日 平成15年4月1日

茨城県 牛久市 牛久市男女共同参両推進条例 平成15年3月19日 平成15年間26日 平成15年4月1日 | 

山梨県 甲府市 甲府市男女共同参画推進条例 平成15年間24日 平成15年3月26日 平成15年4月l日

兵庫県 神戸市 神戸市男女共同参留の推進に関する条例 平成15年3月初日 平成15年3月27日 平成15年4月1日 | 

北海道 旭川市 旭川市男女平等を実現し男女共同事蘭を推進する条例 平成15年3月27日 平成15年3月27日 平成15年4月1日

埼玉県 蕨市 車産市男女共同参画パートナーシップ条例 平成15年3月25日 平成15年3月27日 平成15年6月1日

島根県 浜田市 浜田市男女共同参画推進条例 平成15年3月14日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

富山県 入善町 入善町男女共同参画推進条例 平成15年3月19日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

富山県 富山市 富山市男女共同参冨推進条例 平成15年3月初日 平成15年3月28日 平成15年4月113

愛知県 小牧市 小牧市男女共同参画条例 平成15年3月24日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

長野県 長野市 長野市男女共同参画推進条例 平成15年3月25日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

福井県 福井市 男女共同参商社会をめざす福井市条例 平成15年3月初日 平成15年3月28日 平成15年4月l日

岐阜県 大垣市 大垣市男女共同参画推進条例 平成15年3月初日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

群馬県 前橋市 まえばし男女共同参蔚推進条例 霊感~日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

埼玉県 カ日須市 加須市男女共同参画推進条例 主盛~日 平成15年3月2813 平成15年4月1日

大分県 庄内町 庄内町男女共同参爾推進条例 平成15年3月初日 平成15年3月28日 平成15年4月1日

静岡県 大須賀町 大須賀町男女共同参画推進条例 平成15年3月6日 平成15年3月31日 平成15年4月1日

島根県 松江市 松江市男女共同参画推進条例 平成15年3月20日 平成15年間31日 平成15年4月l日

福島県 郡山市 郡山市男女共同参画推進条例 平成15年3月12日 平成15年4月1日 平成15年4月1日

奈良県 奈良市 奈良市男女共同参画推進条例 平成15年3月19日 平成15年4月1日 平成15年4月1日

福井県 鯖江市 鯖江市男女平等推進条例 平成15年3月24日 平成15年4月1日 平成15年4月1日

広島県 因島市 国島市男女共伺参商推進条例 平成15年3月31日 平成15年4月i日 平成15年4月1日

静岡県 静岡市 静岡市男女共同参画推進条例 平成15年4月113 平成15年4月1日 平成15年4月1日

京都府 加茂町 加茂町男女共同参画基本条例 平成15年3月24日 平成15年4月9日 平成15年4月9日

埼玉県 上里町 上里町男女がともに輝く町づくり条例 主盛15隻Q1U日 霊感~ 平成15年6月1日

東京都 小金井市 小金井市男女平等基本条例 妥盛~ 平成15年6月初日 平成15年7月1日

栃木県 宇都宮市 宇都宮市男女共同参商推進条例 平成15年6月27日 平成15年6月27日 平成15年7月1日

岡山県 笠岡市 笠岡市男女共同参画推進条例 平成15年6月初日 平成15年7月1日 平成15年7月間

大分県 狭間町 狭間町男女共同参画推進条例 平成15年6月初日 平成15年7月間 平成15年7月1日

静岡県 掛川市 男女がともにつくる安心とゆとりの掛川条例 平成15年6月初日 平成15年7月1日 平成15年7月1日

一重県 松阪市 松阪市の男女共同参画をすすめる条例 主底15隼UWl 平成15年7月間 平成15年7月1日

北海道 恵庭市 恵鷹市の男女が平等に暮らすために共に歩む条例 平成15年日月27日 平成15年7月2日 平成15年7月2日

福岡県 直方市 直方市男女共同参画推進条例 平成15年7月10日 主盛~ 主盛~
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表
4
－
1
1
1
～
表
4
－
2
－
3
は
、
制
定
時
期
、
条
例
構
成
、
前
文
、
総
則
的
部
分
（
目
的
、
定
義
、
基
本
理
念
、
責
務
な
い
し

役
割
）
、
基
本
施
策
関
連
、
審
議
会
等
に
大
別
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
を
小
項
目
に
区
分
し
た
点
検
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
点
検
項
目
に
つ
い
て
、
基
本
法
お
よ
び
各
条
例
の
内
容
を
共
通
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
法
の
条
文
を

「
標
準
」
と
し
て
、
点
検
項
目
に
該
当
す
る
内
容
が
、
あ
る
場
合
を
○
、
な
い
場
合
を
×
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
条
例
の
形
式
お

よ
び
内
容
は
、
基
本
法
の
「
標
準
」
に
照
ら
し
て
、
◎
O
△
×
の
四
段
階
で
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
の
規
定
と
お
お
む
ね
同

等
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
O
、
そ
の
規
定
が
な
い
場
合
は
×
と
す
る
。
逆
に
、
基
本
法
に
規
定
が
な
い
（
×
）
場
合
で
、
条
例
に
も
な

い
場
合
は
×
、
条
例
に
規
定
が
あ
る
場
合
は
○
と
す
る
。
ま
た
、
基
本
法
ま
た
は
条
例
に
規
定
が
あ
る
（
O
）
場
合
で
、
そ
の
規
定
の

質
的
内
容
（
規
制
力
の
強
さ
や
内
容
の
詳
細
さ
等
）
の
観
点
か
ら
み
て
、
特
に
規
定
水
準
が
高
い
場
合
は
◎
、
特
に
低
い
場
合
は
△
と

評
価
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
埼
玉
県
と
東
京
都
の
条
例
制
定
時
期
は
、
基
本
法
の
制
定
時
期
と
わ
ず
か
な
違
い
し
か
な
い
。
条
例
の
制
定
過
程
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
法
律
制
定
と
並
行
も
し
く
は
先
行
し
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
全
国
最
初
の
条
例
と
な
っ
た
埼
玉
県

条
例
の
制
定
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
山
下
泰
子
に
よ
れ
ば
、
条
例
制
定
が
公
式
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
載
っ
た
の
は
平
成
十
年
二
月
の
「
新
5
か
年

計
画
」
で
あ
り
、
翌
十
一
年
二
月
議
会
の
議
員
質
問
へ
の
土
屋
義
彦
知
事
（
当
時
）
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮
称
）
を
一
九

九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
中
に
お
諮
り
し
た
い
」
と
い
う
答
弁
に
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
平
成
九
年
二
月
議
会
や
同
年
九
月
議
会

で
の
議
員
質
問
に
対
す
る
知
事
や
坂
東
真
理
子
副
知
事
（
当
時
）
の
「
研
究
」
を
す
す
め
た
い
と
の
答
弁
に
基
づ
い
て
、
平
成
九
年
十

月
に
は
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮
称
）
研
究
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
央
政
府
が
基
本
法
案
の
国
会
提
出
を
決
め
た
時

期
よ
り
も
は
る
か
に
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
山
下
H
橋
本
韮
齊
藤
二
〇
〇
一
、
第
二
章
）
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1
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2
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3
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制
定
時
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条
例
構
成
、
前
文
、
総
則
的
部
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(
目
的
、
定
義
、
基
本
理
念
、
責
務
な
い
し

役
割
)
、
基
本
施
策
関
連
、
審
議
会
等
に
大
別
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
を
小
項
目
に
区
分
し
た
点
検
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、

そ
れ

ぞ
れ
の
点
検
項
目
に
つ
い
て
、
基
本
法
お
よ
び
各
条
例
の
内
容
を
共
通
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
法
の
条
文
を

「
標
準
」
と
し
て
、
点
検
項
目
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該
当
す
る
内
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あ
る
場
合
を

O
、
な
い
場
合
を
×
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
条
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の
形
式
お

よ
び
内
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は
、
基
本
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の
「
標
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ら
し
て
、
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す
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基
本
法
の
規
定
と
お
お
む
ね
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等
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あ
る
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O
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そ
の
規
定
が
な
い
場
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は
×
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す
る
。
逆
に
、
基
本
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に
規
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が
な
い

(
×
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場
合
で
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条
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に
も
な

い
場
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は
×
、
条
例
に
規
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が
あ
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場
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O
と
す
る
。
ま
た
、
基
本
法
ま
た
は
条
例
に
規
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が
あ
る
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場
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で
、

そ
の
規
定
の

質
的
内
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(
規
制
力
の
強
さ
や
内
容
の
詳
細
さ
等
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の
観
点
か
ら
み
て
、
特
に
規
定
水
準
が
高
い
場
合
は

O
、
特
に
低
い
場
合
は
ム
と

男女共同参画条例の制定動向(ー)

評
価
す
る
こ
と
に
し
た
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ま
ず
、
埼
玉
県
と
東
京
都
の
条
例
制
定
時
期
は
、
基
本
法
の
制
定
時
期
と
わ
ず
か
な
違
い
し
か
な
い
。
条
例
の
制
定
過
程
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
法
律
制
定
と
並
行
も
し
く
は
先
行
し
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
全
国
最
初
の
条
例
と
な
っ
た
埼
玉
県

条
例
の
制
定
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
山
下
泰
子
に
よ
れ
ば
、
条
例
制
定
が
公
式
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
載
っ
た
の
は
平
成
十
年
二
月
の
「
新
5
か
年

計
画
」
で
あ
り
、
翌
十
一
年
二
月
議
会
の
議
員
質
問
へ
の
土
屋
義
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知
事
(
当
時
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の
「
男
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共
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参
画
推
進
条
例
(
仮
称
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を
一
九

九
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平
成
十
ご
年
度
中
に
お
諮
り
し
た
い
」
と
い
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あ
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し
か
し
実
際
に
は
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平
成
九
年
二
月
議
会
や
同
年
九
月
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会

で
の
議
員
質
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に
対
す
る
知
事
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坂
東
真
理
子
副
知
事
(
当
時
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の
「
研
究
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を
す
す
め
た
い
と
の
答
弁
に
基
づ
い
て
、
平
成
九
年
十
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月
に
は
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
(
仮
称
)
研
究
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
央
政
府
が
基
本
法
案
の
国
会
提
出
を
決
め
た
時

期
よ
り
も
は
る
か
に
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
山
下

u
橋
本
H
膏
藤
二

O
O
一
、
第
二
章
)
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都道府県の男女共同参画条例の比較(平成12年"-'13年制定分)
制定時期 構成 目的 定義 基本理念

自治体 条例名 前文
基務本合な的推本を建理純定念負計め債の画て賞基総的 積改置極善的措

セク

社度行慮中会A立慣制の国巳 立決の案参定画へ・ 性殖康利のとと健生権可決 公布 施行 条件 章条 男女参共 シャノレ 重人権尊 活両動立の 国協際調的 その他
同画 ノ、ラス

DV  

メント

国 勇基女本共法同参画社会 1999/6/15 1999/6/23 1999/6/23 3 I 28 O O O O × × O O O O O × 〉く

埼玉県

埼画推玉進県男条女例共同参

2000/3/21 2000/3/24 2000/4/1 * 15 O O O 0是絡正差 O X 0間接 。すのを影及なこ響ぼいと O O O O X 

東京都

東画京基都本男条例女平等参

2000/3/30 2000/3/31 2000/4/1 5 I 19 O O 0参平画等 O O × O × X ム X X 個O多で様人き自立なると社選しし択会たて

山口県

画山推口進県男条例女共同参

2000/7/7 2000/7/11 2000/10/1 3 I 20 O O O O × × 0間接 。すのを影及なこ響ぼいと O O O O X 

三重県

三画重推進県男条女例共同参

2000/10/10 2000/10/13 2001/1/1 3 I 18 O O O O × X O 。改善 0分案る及野方あ針びにらあの決ゆ定け立る O X X X 

鳥画取推県進男条女例共同参

個O責任人自立した
鳥取県 2000/12/18 2000/12/26 2001/4/1 * 6 I 39 O O O O O × O × ム ム X O として

を負う

富山県
富画推山進県男条女例共同参

2001/3/23 2001/3/26 2001/4/1 4 I 24 × O O O × × O 。な妨げ O O O ム X 
し、

北海道

北画海推道進男条例女平等参

2001/3128 2001/3/30 2001/4/1 * 4 I 31 O O 0参平画等 O O X 。間接 O O O O X × 
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画条岡例の山促県進男女に共関す同参る

2001/6/25 2001/6/26 2001/10/1 * 4 I 24 O O O O × × 0間接 O O ム O O 社0域新会文化たの創な育地造む
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静画推岡県進男条女例共同参

2001/7/10 2001/7/24 2001/7/24 3 I 16 O O O 0改格善差 X X 基本法のl1s本理念にのっとり(条例に理念規定な1...) ム × 

熊本県
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o 10 1 0 I 0 I 0 

× × 

」
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3 爵 ご

〉 ○ ○ ○ ○ X ×
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冴

×

誕 晋 緬 ○ ○
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瞭 ’ 購

象

◎ 謙
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畢 S 酪
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鴫 忌 麺 ○ ○ ○ × ○ ○

○ 掴 腎

醗 3 脚

ご

X ○ ○

○ 蘇 礁

加 謹 流

× × X × 〉 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

計 瀞 嵐 ○ ○ ○ × ○ ○

○ 鋭 ひ

恩 ぴ 冷

堰 S 沸

冴

X ○ ○ ○ ×

〉 翻 餅

3 罫 ご
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（ 隣 針

耶
＋
國
輯

温 ）

×

◎ 嘘 憲

溶 醐 嚇

掴

○ ○ ○ ○

趙 ゆ 聲 虻

植 3 舜 撃 旛

書 ま

○ ○ ×

團 E 麺 ○

○ 輩
瀦 疵
輸 S
繋 瑠
π 鵬
3 ぴ

○ × ×

◎ 面 囎

哉 誹 S

澱 臣 陣

欝 嘲 蝋

S 痢 慰

◎ 岡 囎

恥 渉 3

料 ↑ 障

藩 嘱 雌

3 輪 態

〉 菰 鑑

灘 瀦 3

階 丼 番

誌 冴 S

亘 旨

○ ○ ○ ○

◎ 楚
暗 ’ 》

魁 ’ 薄

略

○ 普 漁

○ 珊 翻

S 豫 G

曲 》 π

爵 冴

○ ○ ○ ○ ○ 〉 ○ ○

O 蕗 囎 叫

ぴ 蕪 さ 『

飼 葺 さ ’

渚 さ 3 う

雲 鉾 薄 侵

南 F

輩 函 猫 ○ ○ ○

珊 謡 S

囲 書

X × X ○

○ 鮮 颪

皿 薄 ○ ○

○ 准 図

嚇 国 S

　 皿

〉 蹄 輩

識 荘 S

婆 ご

× × ○ ○ ○ ○ ○ X × X X

慧 卦 麺 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ X X ○ 潜 灘

○ 難 皿

3 鵬 趣

○

O ヨ 隣 凝

賄 洋 傷 津

i 警 ‡ ン

3 葬 酉

○ ○ ○ ○ ○ ○ X

(平成12年'"'-'13年制定分)

責務/役割 性別による権利侵害等の禁止 基本施策

自治体
セク

公提の情供衆へ報の
基画定本の策計 計立参の加画案住のへ民 発教習の機提育・啓供学会 錐間彰広動進等報表活月の 事等報取業告へ聴者の

審等議一般会
その積の他極
苦理情・処柑 年告次・報公

総合的
影施響策他へ
{体間也自・1民台

都府道県 差取別扱的い
シヤノレ 活動 財政 調査 な拠点 その他

住民 事業者 その他
ハラス

DV  への
的措改置等善

支援 措置 研究 施設の
との
の施策

表の現留意上
クォー 談制度 表 の配慮 連協働携とメント
タ市l

設置

国 O O × × × × X X O × O × X X × O O O O O X O X X 

0にる全対女暴般性す力

0あら

埼玉県 O O O × × O O O O O O × 0均衡 動野ゆのる分I舌 。 O O O O O × O × 

東京都 O O O × O O O X O O O × 聴公0助報取表言告、、 × × ム O X O O × × O X 

山口県 O O O × × × × × O O O O O X ム
0員相(職談 O O O O × O 村援0へ市計の町画支 × 

員)

三重県 O O O X X X × × O O ム X X X 村業ムの市、者協町事へ力 ム O O O O × X 
村0と市計の町画協

× 

力

鳥取県 O O 0法遵均等守等の × 。導告済指、、 勧救 。導告済指、、 勧救 。告導済指、、 勧救 O O O O × O 
の0回い41にらを0分な端下0野動ゆあのる分活ら 。推進 O O O O O × O蹄f1主ふrh町観梅村、諸施環問 事O脂一緋人税胆

員

しる

0男暴女
0員推制進度富山県 O O O × O O 聞力の X O O × × X × ム O O O O O × O × 

0あら

0計項(均基画)衡事本 。処理苦情委
北海道 O O O X O O ゆる分暴 X O O O × ム調協査 × O O O O 総果(;.合的n，1J的な鼎.劫嘩 O O × 

野カの のカ
員

岡山県 O 度行改C仁め慣の善努制る O X X 鎗@行被の阻為害止保者護害の!- 。行鍵彼62m停為止害E議者害の!- 能主徳。向情体鰐力上報の的の O O O O 。止表告報、公勧 0均衡 組0の協取み民力間にり O O O O O ム O O 

民団間体の 0目数標値
0参共同
提ム協資出力料の静岡県 O O O X × × O O O 函の × × O O O O O X X × × 

日

熊本県 O O O × × O O O O O O X × 0均衡 0の職登員用 O 援0山の阿及抑附村立び置支農へ O O O O O O × 

表4-1ー 2
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固
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団
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懸
謙
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灘

鱗
圏
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鱗
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購
鴫
醐
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囎
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難
罫

聡
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灘
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囎
E
礫
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囎
渦
露
知
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肥 卦
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〉
麺

麺
凱
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嵐
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ゆ
麺
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襲
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准

鞭
肥
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細
梱

遡
漉
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卦 准 、

卦 井
卦 瀞

卦 圏
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鼓 輿
回

画
画
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國
回
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＞
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嚇
嚇
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嚇
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魁

嚇
難
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圃
圃

圖
国

画
圃

画
国

回
ゆ

3
躇

○
○

○
○

○
○
Q

○
○

○
○
蝿
銑
礫
翠 圃

○
○

○
○

○

窃
謙
胆
○

　
ゆ
黛
郎

　
法
蝕
3

　
戸
｝
轟
薗

○
○

○
O

○

冊
囎
c護
　
羅
葎
謡

　
　
潮
π

呂
蜷
慎

醜
餅
軒

冊
韓
鴫

○
○

○
○

○
X

○
○

X
○

○
淘 掴
難 ゆ

庄
労
瞭
睡
礁

×
X

×
×

×
X

×
×

×
×

○
燗
癖
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証

灘
輩
※
・
3 聾

融
職
毯
醐

s贈
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N o

嶺
5

N o

爬 o
爬 o

N o

N ㎝
『
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h抽 弼
購

欝
δ
○

“
I
I
皿
掴

○
○

○
○

○
○

節
書
強

　
珊
c
　
s嚇

○
○

〉 啓 密
○
獄
5露
踏

蟄
ゆ
弼
s

　
s誉
鼎
嬉
贈

×
×

○
○

×
○

X
×

×
×

×
鞭
血
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診
冴

珊
［
1
1

1
1

圃
【
1
1
1
翻

談
雪

暗
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(平成12年"'-'13年制定分)

審議会等の設置

自治体
名称 基の本審議計画諮審申し議問た調、に応査答 意申見具 査監な出視資要に料必求・調要提 委の員上数限 男員構女未10成満の分委比の 公委員募の 事務局

国 男女共同参画会議 O O O O 24 O × 内閣府

埼玉県 男女共同参画審議会 O O O X A均衡 × 

東京都 東審京議都会男女平等参画 O O × X 25 O × 

山口県 審山議口会県男女共同参両 O O O × 20 O × 

三重県 審三重議会県男女共同参画 O O O X 20 0裁で但知量事し書の X 

鳥取県 鳥審取議県会男女共同参画 O 0聾議るそ会事項のが他は定審必め × × 20 O O 企画部

富山県
富山県男女共同参厨

O O O X 20 O × 
審議会

北海道
北海道男女平等参画

O O O X 15 O O 審議会

岡山県 審岡議山会県男女共同参画 O O O X 15 O O 

静岡県
静岡県男女共同参画

O O O × 20 O X 
会議

熊本県
熊本県男女共同参画

O O O × 10 O × 
審議会

ι 一 L --

表4-1-3
∞C
N
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男
女
共
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条
例
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制
定
動
向
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蓮 蔚 無 蓋 藩 聾

ピ
翌

皿 零 研 灘 膳 卦 醸 砂

刮 夢 》 掛 霞 ⇒ 勘 雫 楴 冷

膳 銑 醒 妙 ’ 躍

誤 ‘ 識 遷 3 紺

銑 嘩 蔚 3 ぺ お

ゆ 番 ・ 理 回 呂

鈷 溝 騰

翻 井 准

画 嚇 画

煎 颪 番

痔 職 蘇

嬉

磯 ㍗
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餅
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晋 旨 羅

韓

隆 渦 ・

贈 詩 》
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鋸 響 S

ヨ 詩
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蒔 叶 匪

舜 S 震
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謹
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隙 瀧 麺

漁 藻 麺 　 野 准 図 騨
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8 0 ミ ω ＼ 一 〇 〇 8 0 卜 o ＼ ω ＼ 旨 卜
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◎ 恕 懸

嘩 淵 窺

叫 臼 叶

S 鈷 ぐ ！

○ ○ ○

○ 窄 醍

嘩 醤 画

○ 談 簸 煎 響
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E 謹 麺
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N 鼻 ○ ○ ○ ○ × × ○

◎ 濫 領

舜 τ

○ ○ ○ ○ ×
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重

卜
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舜 つ ○ ○ ○ ○ ×

汁 薫 溜

汁 弼 司 細 母 潜 画 嚇
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○ 嚇 回

洋 ゆ S

課 蔚

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 〉

○ 皿 齪 3 サ

o 皿 禽 番 む

難 回 伴 聾 惑

知 場 乖

畑 堰 麺 曲 卦 琳 画 嚇

回 津 ゆ α 〈 6 冷 蓮

N O O ミ 一 N ＼ 一 ω N O O ミ 誌 ＼ 霧 邸 0 8 ＼ 罵 ＼ 霧 菅 ㎝ 匂
o O ○ ○

○ 嚇 国

件 ゆ 傷

く G

○ × × ○ 謡 露

◎ 濁 囎

叫 δ 臼

配 3 労

㌻

○ ○ ○ ○ X

呵 毒 麺

聖 最 葡 油 卦 沖 団 甥

国 講 庸 冷 重

8 0 ω ＼ ω ＼ 噴 N O O ω ＼ ω ＼ 爲 8 8 ＼ 導 ＼ 一 曇 嶋 bD q ○ ○ ○ ○ X × ○

◎ 恕 態

嘩 薄 亜

叫 臼 配

3 舜 つ

〉 び ひ 昏 δ

濤 壊 π 溝 耳

び 瞬 詣 Q ） 課

蔚 薄 儀 添 得

○ 〉 〉 ×

善 識 海

　 議 麺 脳 卦 准 画 蝉

回 謙 藤 冷 蓮 に 0 8 ＼ o。 ＼ 卜 o q 8 0 ω ＼ ω ＼ ω 一 8 0 ω ＼ 虹 ＼ 一 蒔 曽 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

都道府県の男女共同参画条例の比較(平成14年'"'-'15年制定分)

制定時期 構成 目的 定義 基本理念

自治体 条例名 前文
務基本合な維的本を理施定進念策め計画のて責基総的 積改置極善的措

セク

度行社慮中会へ立・制慣配η 立決の案定参へ画・ 殖性康利のとk生権健可決 公布 施行 条件 章 条 男女参共 シヤル
DV  人重権尊 活両動立の 国協際調的 その他

同商 ハラス
メント

愛媛県

愛画媛推県進男条女例共同参

2002/3/18 2002/3/26 2002/4/1 * 6 I 27 O O O O O O 0間接 @すのを及gとなg響ぼいk O O O 0を決毒事重定 0お分る経野権よ術び進に情教お動育け

山梨県
画山梨推進県男条例女共同参

2002/3/20 2002/3/28 2002/3/28 5 I 24 O O O O × × O 。な妨げ O O O O × b 、

福実島現県し男男尊女女重平が等個人を

。すを影及こ響ぼと
福島県 社の例めどの会権して男進を形女こ共関成すす同され参るる画条るた 2002/3/22 2002/3/26 2002/4/1 * 4 I 25 O O O O × × 0間接 O ム O 0を意尊思重 × 

のない

新潟県 新会関潟すの形県る成条男女例の推平等進社に 2002/3/22 2002/3/28 2002/4/1 * 4 I 33 O O 
社0会平等の

O X × 0間接 。な妨げ O O O O × 
形成

b 、

大阪府
画大推阪府進男条女例共同参

2002/3/22 2002/3/29 2002/4/1 -I 12 O O O O O × O 
。を及影響ぼ

O O O ム × 
すこと
のない

男女共同条参画社会

社0形参会成画の Oっ自自律発的的協働かな兵庫県
づくり例

2002/3/26 2002/3/27 O O O O O ム2002/4/1 * 4 I 26 O × O O × 
参画と

長画野社会県づ男女く共り同条参例

社0く会参りづ画
す。阻る害こ

長野県 2002/12/13 2002/12/26 2002/12/26 * 5 I 39 O O O × × 0間接 とのな O O O O 
× 

い

宮崎県

宮画推崎進県男条例女共同参

2003/3/7 2003/3/12 2003/4/1 * 4 I 27 O O O O × × O 。すをの影及なこ響ぼいと A分成る野あ意及に思びらおゆの決け形る正 O どL ム × 

沖縄県 |沖画縄推進県条男例女共同参 2003/3/27 2003/3/31 2003/4/1 4 I 21 O O O O O × O O O O O O × 

表4-2-1
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皿 謎 丼

躍 麟 ＼ 薄 璽 酢 漣 π 汁 ぴ 論 謹 煎 嘲 鵡 3 獄 昏 膳 耕 歯 審

雲 旗
譲 麺

蒔 刃 劇 淋 瞭 邸 S 書

臨 掴 一 一 8

遜 憩 ぐ ・

蒔 痔
㌣ 々 、 マ

＞ 畑 メ

図 冥 7

O く

珍 難 〉

3 魂 鑑

融 葺 3

蜘 曲 h

3 囎 韓

瞬 材 叫 ＋

國 3 遷

詩

理 回 3

隆 渦 〉

3 宙 珊

嚇 誉

蝉 覇 緑

蝿 ・ 醍

謙 蕪 ゆ

S 灘 葺

謙 藤 山

謡 ・ 澱

趣 岱 S

斑 錨 蒲

響

珊 淋 雌

嬢 〉 S

鑑 蛤 謬

爵

囎 羅 ゆ

嬢 ー 難

〉 3
貸 斗 ー

黛 蓮

邸 3 酋

S 強 颪

魯 痔 喉

醇 囲 類

琳 臨 冷

繭 ・ 益

磐 塗 無

蒜 騨
掻 賄

潭 興
蒔 陣

翻 瞭
毫 醤

岳 労 叢

貯 ・ 》

賊

お ⑳ 冴

鈷 誉 抵

譜 聾 S

難 臨

課 蟻 禽

譜 遷 〉

S 囲 醜

書 皿 謎

丼 ・ 刃

謡 叶 S

臨 麟 伴

藤 薄

郎 S ぎ

s 謎 遷

泌 湘 麺 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 鵠

晦 ♂ 》

爆 ♂ 浬

　 聴

○ 潜 商 ○ 掛 輔

◎ 譲 唐 聯

皿 （ 薄

聡 ’ 単 目

劇 臨 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

O 深 ≠ 誉

録 冷 埋 3

熟 無 曝 審

… 擢 麺 ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

〉 盤 瞭

褻 冴

X × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

○ 皿 聾 s

藩 ≠ 鼠 H

襟 3 熟 黙

爵 寧

薗 恥 麺 ○

○ 置
無 海
⇒ S
痔 職
π 践
＄ ぴ

○ × ○ ○

○ 抽 卦

謡 S 纈

　 ご

○ ○ ○ ○ ○ ○ X ○ 掛 賄

○ 講 藤

　 抑 ○ ○ ○ ○ X ○ ○

O 恥 商 ＞

尊 職 潟 ノ

副 断 ’ 皿

球 騰 e 卦

塗 蹄 繭

輩 離 麺 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ 鑑

略 ♂ 励

　 澱

○ 避 漁 ×

○ 藤 旛

盆 磐 抽 ○ ○ ○ ○

※ 網 舜

講 騰 丼

　 蓮

○ ○

○ 認 臆 φ

梱 剛 S 愚 無

躊 婁

汁 弼 詣 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

〉 毯 職

褻 冴

× × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ X

湘 冊 麺 ○ ○ ○

皿 凝 番

皿 蕪 蓼

團 書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

◎ 叢 呼 ノ

》 賭 ’ 苛

魯 浮 珈 ，

　 藩 丙

○ 避 強 ×

O 壬 庄 誉

蝿 購 皿

（ 謙 舞 ’

薄 駐 ノ 初

頴 燗 鴫 ）

○ ○ ○ ○

謬 ⑳ さ 逗 麺

3 鳶 浦 誉 腐

　 塗

○ ○

○ 皿 服

澤 ’ 蕊 旨

s 憐 賄

油 期 麺 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 蕊 麟 ×

◎ 辱 臨 ’

引 鐸 s 丑

E （ 蘇 峰

蛍 魯 皿 ！

彗 聡 ’ 吟

　 難 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 弾 3 講

覇 鼎 海 4

井 咋 s 喚

ヨ

爵 黍 髄 ○ ○ ○ X ○ ○

○ 曲 舛

謡 s 麹

　 ご

× ○ ○ ○ ○

〉 劃 瞬

蚕 冴

○ 避 識 X ○ ○ O 0 ○

お ゆ 晋

理 国 晋

誤 蔭 膚

　 論 一 一

0 ○

Q 昔 落 π

挽 q δ 鼎

演 爵 婁

善 諮 麺 O ○ ○ × ○ ○

◎ 樋 卦 圏 S

籾 計 （ 凝

驚 ♂ 葬 暉 ）

○ ○ ○ ○ ○ 〉 劃 瞭 × × 〉 益 磐 ○ × ○ ○ X ○ ○ ×

(平成14年-----15年制定分)

責務/役割 性別による権利侵害等の禁止 基本施策

自治体
セク

公提の衆情供へ報の
基画定本の計策 計立の参画加案住への民 教習発機育・学啓会 推広間彰進等報・表活月の 等報事業へ告者聴の

審等議一般会

的措その積改置(J;他極善等
苦情処 年次報 総な合拠的点

施影響策他へ
他体自・治民

都府道県 住民 事業者 その他 差取別扱的い
シャノレ

DV  への 理・相
活動 財政 調査

告・公 聞との
その他

ノ、ラス

表の現留意上
クォー 談帝IJ度

支援 措置 研究
表
施設の

の配慮 連携と
の施策

メント の提供
動

取
タ帝IJ

設置
協{動

O報

。告員要推、望進是(勧) 正委愛媛県 O O O × O O O O O O O O 
告、公
0均衡 0支援 O O O O O O O 

産O農分担林fの水
表、助 環境整備
言

山梨県 O O O × × O O × O O O O ム協調力査 X × O O O O O × × O O農業整林の自由備環商の境工

O度行改に慣の善努制 0男女暴 0推員進
材O両育立K性成、人、自

福島県 O O × O O 聞の O O O O O O × 0支援 O O O O × O O 
力 営個業支の援女

める

新潟県 O O O × O O O O O O O × 告0表、報公 0均衡 × 相0推談員進 O O O O 
推必進要体な

O O 
O野産の業環境分

需品 整備

大阪府 O O O × O O O × O O O O ム協調力査 × × O O × O O X O O × 

兵庫県 O O O 自自団発律体的的 O O O O O O O × 公。導報表助協告、言£指、、 0均衡 × 勧O正理(指告要申委導出、望員処是) 、 O O O O 
総的合な的実効施果体

O O O楽、自恒何立
1M の支援

長野県 O O O × O O O O O O O O O 0均衡 × 
@出桁世帽表44E1tの般l'¥荷公申企 O O O O O O O 0場用女性環県境のの職替、

0男女暴
ム協調力査

推総計合画進的的体 0お地け域る環に
宮崎県 O O O X O 。聞の X O O O O 0均衡 × O 。O O 。 O O 

カ 市IJ
!/l:盤側

沖縄県 O O O X O O 。援暴男、力指女間置(支) の O O O O O ム調査 × × ム相談 O × O O × O O × 

ーーーー』ーー

表4ー 2-2
。hhN
〔
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判
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男
女
共
同
参
画
条
例
の
制
定
動
向
（
一
）

27
1

皿 叢 書

囎 難 ゆ 鑛 3 難 翻

鹸 堺

鰍 耕 翠 国

s 鴫 難

霧 謡 π 軒

σ 葎 謹 瞬

鵯 轍 ♂ 嚇

冊

韓 淘 掴

冊

認 証 ・ 劃

瞭 π 醜 馴

鈷 癖 輩 灘

庄 矧 涛

嚇 抽 懸

8 h 鰯

畑 卦 3 嚇

皿 藷 鶏 拝

ロ 一 〇 ゆ 3

癖 滞 、 藻

嚇 抽 S

》 灘

輯 麟 細

煉 湘 麺

漁 湘 麺 抽 汁 港 画 難 画

ゆ 羅 ○ ○ ○ × 曽 〉 潜 蜜 ×

忌 浬 遍

… 擢 緬 油 卦 塒 図 嚇 国

囎 難 ゆ ○ ○ ○ X 一 ㎝ ○ ×

猷 聖 麺

猷 聖 麺 細 舛 准 画 騨 回

鴫 礫 ゆ ○ ○ ○ × 怜 O ○ ×

撃 離 乖

蝋 灘 麺 佃 舛 愚 嬢 洋 ゆ

藤 旛 囎 蘇 ゆ ○ ○ ○ × 邸 O ○ ○

汁 賛 司

汁 弼 詣 細 井 ＃ 画 騨 国

聡 蘇 ゆ ○ （ 卦 冷 ｛ 峯 臼 舜 麟 難 恥 3 灘 栂 舜 C ）

淋 碑 髄 曲 卦 港 図 蝋 圓 鴫 難 ゆ ○ （ 耕 冷 豊 葦 鱒 珊 醗 ゆ 3 油 蔚 舜 C ）

畑 壊 麺

如 壊 麺 翻 野 絆 副 悌 画

瑠 羅 ゆ ○ ○ ○ × 嶺 ○ ×

斑 議 麺

時 奉 麺 掴 母 井 画 騨 圖

噛 難 珍 ○ × ○ × 一 ㎝ ○ × 餅 蒲 搬 蔑 嵩

善 讃 麺

善 謹 麺 細 卦 洪 回 鋤 圃

鴫 難 ゆ ○ ○ × X 一 ㎝ ○ ×

(平成14年"-'15年制定分)

審議会等の設置

自治体
諮問に応

監査な視資に必料・調提要
員男構女成の委比

名称 基の本審議計画 じ議た調、査 意申見具 委の員上数限 委公員募の 事務局
審申 、答

出要求
4未10満分の

愛媛県 愛会媛議県男女共同参画 O O O × 21 ム均衡 × 

山梨県 審山梨議会県男女共同参画 O O O × 15 O × 

福島県 福審議島会県男女共同参画 O O O × 20 O × 

新潟県 新推潟進審県議男女会平等社会 O O O × 20 O O 

大阪府 大審阪議府会男女共同参画 O (本条例には審議会の規定なし)

兵庫県 男女共同参画審議会 O (本条例には審議会の規定なし)

長野県 長審議野会県男女共同参画 o 10 O × 15 O × 

宮崎県 審宮崎議会県男女共同参画 O × O × 15 O × 生活環境部

L沖一一一縄一一一一県一一一諜E男女共同参画 O O × × 15 O × 

表4-2-3

(l)
但
輔
凶
悪
Q
窓
機
固
執
E
味
料
mm
H
h
N
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確
か
に
、
埼
玉
県
や
東
京
都
の
先
行
条
例
の
制
定
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
国
の
基

本
法
案
の
検
討
過
程
と
も
複
雑
な
絡
み
合
い
の
中
で
、
き
わ
め
て
活
発
な
情
報
交
換
す
な
わ
ち
「
相
互
参
照
」
が
法
律
と
条
例
の
間
も

含
め
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
山
下
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
こ
の
間
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
一

二
月
に
は
、
首
都
圏
男
女
平
等
条
例
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表
・
樋
口
恵
子
）
が
発
足
し
、
翌
九
八
（
平
成
十
）
年
二
月
十
六
日
に

は
、
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
第
一
四
二
回
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本
法
案
を
一
九
九
九
（
平
成
十

一
）
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
』
と
述
べ
、
一
気
に
基
本
法
制
定
に
向
け
て
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
首
都
圏
男
女
平

等
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
全
国
ネ
ッ
ト
の
N
G
O
・
北
京
J
A
C
（
代
表
・
山
下
泰
子
）
を
通
じ
て
、
研
究
会
メ

ン
バ
ー
が
多
く
の
人
々
と
基
本
法
・
条
例
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
」
（
同
上
、
三
十
一
－
二

頁
）　

し
か
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、
法
律
と
条
例
の
制
定
目
的
や
制
定
過
程
の
影
響
要
因
は
異
な
っ
た
部
分
も
多
く
、
ま
た
先
行
す
る
条
例

の
独
自
性
の
主
張
も
あ
り
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
制
定
さ
れ
た
基
本
法
と
二
つ
の
条
例
相
互
間
に
は
、
共
通
点
と
同
時
に
、
か
な

り
大
き
な
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
実
は
、
こ
う
し
た
特
殊
な
経
緯
が
、
そ
れ
以
降
の
道
府
県
へ
の
条
例
制
定
の
波
及
に
少
な
く
な
い
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
者
の
相
互
比
較
か
ら
説
明
を
始
め
る
こ
と
が
最
も
妥
当
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

　
形
式
は
、
基
本
法
が
前
文
と
三
章
二
十
八
条
、
埼
玉
県
条
例
が
前
文
と
十
五
条
、
東
京
都
条
例
が
五
章
十
九
条
、
と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
名
称
は
、
県
条
例
が
基
本
法
と
同
様
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を
採
用
し
た
の
に
対
し
て
、
都
条
例
は
「
男
女
平
等
参
画
」

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
共
同
参
画
社
会
」
の
基
本
法
に
対
し
て
、
二
つ
の
条
例
は
「
共
同
（
平
等
）
参
画
」
の
条
例
と
さ
れ
て
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含
め
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
山
下
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
こ
の
間
、

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
一

一
一
月
に
は
、
首
都
圏
男
女
平
等
条
例
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
代
表
・
樋
口
恵
子
)
が
発
足
し
、
翌
九
八

(
平
成
十
)
年
二
月
十
六
日
に

は
、
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
第
一
四
二
回
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本
法
案
を
一
九
九
九
(
平
成
十

一
)
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
』
と
述
べ
、

一
気
に
基
本
法
制
定
に
向
け
て
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
首
都
圏
男
女
平
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等
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
全
国
ネ
ッ
ト
の

N
G
0
・
北
京
J
A
C
(
代
表
・
山
下
泰
子
)
を
通
じ
て
、
研
究
会
メ

ン
パ

l
が
多
く
の
人
々
と
基
本
法
・
条
例
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
」
(
向
上
、
三
十
一
ー
二

頁
)し
か
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、
法
律
と
条
例
の
制
定
目
的
や
制
定
過
程
の
影
響
要
因
は
異
な
っ
た
部
分
も
多
く
、

ま
た
先
行
す
る
条
例

の
独
自
性
の
主
張
も
あ
り
、

ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
制
定
さ
れ
た
基
本
法
と
二
つ
の
条
例
相
互
間
に
は
、
共
通
点
と
同
時
に
、

カユ
な

り
大
き
な
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
実
は
、
こ
う
し
た
特
殊
な
経
緯
が
、

そ
れ
以
降
の
道
府
県
へ
の
条
例
制
定
の
波
及
に
少
な
く
な
い
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
推
察
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
者
の
相
互
比
較
か
ら
説
明
を
始
め
る
こ
と
が
最
も
妥
当
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

形
式
は
、
基
本
法
が
前
文
と
三
章
二
十
八
条
、
埼
玉
県
条
例
が
前
文
と
十
五
条
、
東
京
都
条
例
が
五
章
十
九
条
、

と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
名
称
は
、
県
条
例
が
基
本
法
と
同
様
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を
採
用
し
た
の
に
対
し
て
、
都
条
例
は
「
男
女
平
等
参
画
」

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
共
同
参
画
社
会
」
の
基
本
法
に
対
し
て
、
二
つ
の
条
例
は
「
共
同
(
平
等
)
参
画
」
の
条
例
と
さ
れ
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
都
条
例
が
基
本
法
に
対
応
す
る
「
基
本
条
例
」
と
し
た
の
に
対
し
て
県
条
例
は
「
推
進
条
例
」
を
採
用
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
条
例
形
式
の
面
に
限
定
し
て
も
、
基
本
法
と
二
つ
の
条
例
相
互
に
は
い
く
つ
も
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。

　
内
容
面
で
相
違
点
だ
け
を
比
べ
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
で
き
る
。

①
定
義
で
、
基
本
法
に
な
い
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
加
わ
っ
た
。

②
基
本
理
念
で
は
、
一
致
部
分
と
相
違
部
分
が
あ
る
。
埼
玉
県
条
例
は
基
本
法
と
ほ
ぼ
同
じ
理
念
に
加
え
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

　
　
ブ
・
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ッ
の
原
則
を
反
映
し
た
「
性
と
生
殖
の
健
康
と
権
利
」
が
規
定
さ
れ
た
。
一
方
、
都
条
例
の
基
本
理
念
の
構

　
　
成
は
、
基
本
法
と
異
な
り
、
「
男
女
一
人
一
人
が
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
固
定
的
な
役
割
を
強

　
　
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
思
と
責
任
に
よ
り
多
様
な
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
が
強
調
さ
れ
た
。

③
基
本
法
の
基
本
理
念
の
い
わ
ば
目
玉
と
い
え
る
第
四
条
（
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
）
で
は
、
男
女
共

　
　
同
参
画
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
制
度
や
慣
行
の
及
ぼ
す
影
響
を
「
で
き
る
限
り
中
立
的
な
も
の
に
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
た
が
、
埼
玉
県
条
例
で
は
「
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
が
男
女
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の

　
　
自
由
な
選
択
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
た
。
基
本
法
の
「
で
き

　
　
る
限
り
中
立
的
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
影
響
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
が
そ
の
影
響
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す

　
　
べ
し
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
埼
玉
県
条
例
で
は
「
影
響
」
自
体
が
及
ば
な
い
よ
う
に
配
慮
せ
よ
と
い
う
意
味
だ

　
　
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
全
国
ル
ー
ル
を
宣
言
す
る
法
律
に
比
べ
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
の
規
制
を
使
命
と
す
る
条
例
の

　
　
方
が
は
る
か
に
実
現
可
能
性
の
点
で
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
条
例
化
で
き
る
か

　
　
が
、
自
治
体
の
内
生
条
件
に
か
か
る
重
要
な
論
点
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
都
条
例
で
は
こ
の
点
を
明
示
す
る
規
定
そ

い
る
。
さ
ら
に
、
都
条
例
が
基
本
法
に
対
応
す
る
「
基
本
条
例
」
と
し
た
の
に
対
し
て
県
条
例
は
「
推
進
条
例
」
を
採
用
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
条
例
形
式
の
面
に
限
定
し
て
も
、
基
本
法
と
二
つ
の
条
例
相
互
に
は
い
く
つ
も
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。

内
容
面
で
相
違
点
だ
け
を
比
べ
る
と
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
で
き
る
。

① 

定
義
で
、
基
本
法
に
な
い
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
加
わ
っ
た
。

② 

基
本
理
念
で
は
、

一
致
部
分
と
相
違
部
分
が
あ
る
。
埼
玉
県
条
例
は
基
本
法
と
ほ
ぼ
同
じ
理
念
に
加
え
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
&
ラ
イ
ツ
の
原
則
を
反
映
し
た
「
性
と
生
殖
の
健
康
と
権
利
」
が
規
定
さ
れ
た
。

一
方
、
都
条
例
の
基
本
理
念
の
構

成
は
、
基
本
法
と
異
な
り
、
「
男
女
一
人
一
人
が
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
固
定
的
な
役
割
を
強

制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
思
と
責
任
に
よ
り
多
様
な
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
が
強
調
さ
れ
た
。
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③ 

基
本
法
の
基
本
理
念
の
い
わ
ば
目
玉
と
い
え
る
第
四
条
(
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
)

で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
制
度
や
慣
行
の
及
ぼ
す
影
響
を
「
で
き
る
限
り
中
立
的
な
も
の
に
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
と
規
定
し
た
が
、
埼
玉
県
条
例
で
は
「
社
会
に
お
げ
る
制
度
又
は
慣
行
が
男
女
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の

自
由
な
選
択
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
と
さ
れ
た
。
基
本
法
の
「
で
き

る
限
り
中
立
的
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
影
響
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
が
そ
の
影
響
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す

べ
し
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
埼
玉
県
条
例
で
は
「
影
響
」
自
体
が
及
ば
な
い
よ
う
に
配
慮
せ
よ
と
い
う
意
味
だ

と
解
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
全
国
ル

l
ル
を
宣
言
す
る
法
律
に
比
べ
て
、

ロ
ー
カ
ル
・
ル

l
ル
の
規
制
を
使
命
と
す
る
条
例
の
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方
が
は
る
か
に
実
現
可
能
性
の
点
で
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
条
例
化
で
き
る
か

が
、
自
治
体
の
内
生
条
件
に
か
か
る
重
要
な
論
点
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
都
条
例
で
は
こ
の
点
を
明
示
す
る
規
定
そ
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の
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
。

④
責
務
の
規
定
で
は
、
基
本
に
は
な
い
「
事
業
者
」
が
条
例
に
加
え
ら
れ
た
。
実
効
性
を
確
保
す
る
上
で
、
特
に
重
要
な
政
策
対

　
象
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑤
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
等
の
禁
止
は
、
基
本
法
上
に
は
規
定
が
な
い
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
別
法
に
よ
る
規
制
が
存
在
な
い

　
し
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
条
例
で
は
埼
玉
県
も
東
京
都
も
非
常
に
重
要
視
し
た
部
分
で
あ
る
。
特
に
、
セ

　
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
い
し
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
禁
止
条
項
、
お

　
よ
び
埼
玉
県
が
採
用
し
た
公
衆
に
表
示
す
る
情
報
に
関
す
る
留
意
条
項
は
、
そ
の
後
の
条
例
化
に
、
基
本
法
と
は
異
な
る
影
響
を

　
及
ぼ
し
て
い
る
、
と
推
察
さ
れ
る
。

⑥
　
基
本
施
策
に
関
す
る
部
分
で
は
、
基
本
法
に
な
い
、
自
治
体
な
ら
で
は
の
独
自
規
定
（
い
わ
ば
「
横
出
し
」
）
と
、
基
本
法
の

　
基
本
理
念
を
具
体
化
し
た
制
度
設
計
の
工
夫
（
い
わ
ば
「
上
乗
せ
」
）
が
見
ら
れ
る
。
前
者
の
自
治
体
な
ら
で
は
の
独
自
工
夫
の

　
例
は
計
画
策
定
過
程
で
の
住
民
参
加
で
あ
り
、
後
者
の
制
度
化
の
例
は
、
事
業
者
へ
の
報
告
聴
取
（
都
）
、
審
議
会
等
一
般
へ
の

　
委
員
数
の
男
女
均
衡
努
力
や
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
」
に
お
け
る
積
極
的
格
差
是
正
措
置
、
具
体
的
な
苦
情
処
理
機
関
の
設
置

　
（
県
）
、
他
の
自
治
体
や
民
間
と
の
連
携
（
都
県
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

⑦
一
方
、
基
本
施
策
に
関
連
し
た
部
分
で
、
基
本
法
に
は
明
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
条
例
で
も
採
用
さ
れ

　
な
か
っ
た
重
要
な
規
定
は
、
基
本
法
第
十
五
条
の
「
施
策
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
の
配
慮
」
の
部
分
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本

　
法
に
は
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す

　
る
に
当
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
「
地
方
公
共
団
体
」
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落
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④ 

責
務
の
規
定
で
は
、
基
本
に
は
な
い
「
事
業
者
」
が
条
例
に
加
え
ら
れ
た
。
実
効
性
を
確
保
す
る
上
で
、
特
に
重
要
な
政
策
対
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性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
等
の
禁
止
は
、
基
本
法
上
に
は
規
定
が
な
い
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
別
法
に
よ
る
規
制
が
存
在
な
い

し
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
条
例
で
は
埼
玉
県
も
東
京
都
も
非
常
に
重
要
視
し
た
部
分
で
あ
る
。
特
に
、

セ

の
禁
止
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項
、
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シ
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ア
ル
・
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ン
ト
や
女
性
に
対
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る
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な
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し
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ド
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・
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よ
び
埼
玉
県
が
採
用
し
た
公
衆
に
表
示
す
る
情
報
に
関
す
る
留
意
条
項
は
、

そ
の
後
の
条
例
化
に
、
基
本
法
と
は
異
な
る
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
、

と
推
察
さ
れ
る
。

⑥ 

基
本
施
策
に
関
す
る
部
分
で
は
、
基
本
法
に
な
い
、
自
治
体
な
ら
で
は
の
独
自
規
定
(
い
わ
ば
「
横
出
し
」
)

と
、
基
本
法
の

基
本
理
念
を
具
体
化
し
た
制
度
設
計
の
工
夫
(
い
わ
ば
「
上
乗
せ
」
)
が
見
ら
れ
る
。
前
者
の
自
治
体
な
ら
で
は
の
独
自
工
夫
の

例
は
計
画
策
定
過
程
で
の
住
民
参
加
で
あ
り
、
後
者
の
制
度
化
の
例
は
、
事
業
者
へ
の
報
告
聴
取
(
都
)
、
審
議
会
等
一
般
へ
の

委
員
数
の
男
女
均
衡
努
力
や
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
」
に
お
け
る
積
極
的
格
差
是
正
措
置
、
具
体
的
な
苦
情
処
理
機
関
の
設
置

(
県
)
、
他
の
自
治
体
や
民
間
と
の
連
携
(
都
県
)
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

⑦ 

一
方
、
基
本
施
策
に
関
連
し
た
部
分
で
、
基
本
法
に
は
明
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
の
条
例
で
も
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
重
要
な
規
定
は
、
基
本
法
第
十
五
条
の
「
施
策
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
の
配
慮
」
の
部
分
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本

法
に
は
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
と
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
「
地
方
公
共
団
体
」
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を
含
む
か
ら
不
要
と
も
言
え
な
く
は
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
多
く
の
条
例
そ
れ
自
体
の
存
在
は
不
要
と
い
う

　
　
論
理
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
種
の
規
定
は
、
具
体
的
に
は
自
治
体
の
他
の
政
策
分
野
の
施
策
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
総

　
　
合
調
整
す
る
際
の
条
例
上
の
根
拠
に
な
る
規
定
だ
と
い
え
る
。
こ
の
規
定
を
条
例
に
含
め
る
か
否
か
は
、
そ
の
後
も
自
治
体
に
よ

　
　
っ
て
判
断
が
大
き
く
分
か
れ
る
論
点
の
一
つ
に
な
る
。

　
⑧
審
議
会
等
に
関
す
る
部
分
で
は
、
国
の
男
女
共
同
参
画
会
議
と
自
治
体
の
審
議
会
等
の
性
格
の
位
置
づ
け
の
違
い
も
反
映
し
て

　
　
か
、
条
例
の
審
議
会
の
有
す
る
調
査
権
や
資
料
提
出
要
求
権
が
、
国
の
場
合
に
比
べ
て
や
や
あ
い
ま
い
で
弱
い
規
定
に
な
っ
て
い

　
　
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
基
本
法
及
び
埼
玉
県
・
東
京
都
条
例
を
相
互
比
較
し
て
得
ら
れ
た
特
徴
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
れ
以
後
の
道
府
県

条
例
に
波
及
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
形
式
面
か
ら
み
て
お
こ
う
。

　
前
文
は
富
山
県
を
除
く
す
べ
て
に
あ
る
。
条
例
構
成
は
、
大
阪
府
を
除
い
て
す
べ
て
で
章
別
構
成
が
と
ら
れ
、
条
文
数
は
先
行
二
条

例
よ
り
お
お
む
ね
増
え
て
い
る
。
章
と
条
文
数
で
一
番
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
の
は
六
章
三
十
九
条
の
鳥
取
県
と
五
章
三
十
九
条
の
長

野
県
で
あ
る
。

　
条
例
名
に
つ
い
て
は
、
四
十
二
都
道
府
県
条
例
の
う
ち
、
埼
玉
県
と
同
様
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
が
、
埼
玉
県
を
入
れ
て

三
十
五
府
県
（
八
三
％
）
に
上
る
。
岡
山
、
福
島
の
二
県
も
ほ
ぼ
こ
れ
ら
と
同
系
統
で
あ
る
。
都
条
例
と
同
じ
「
男
女
平
等
」
を
採
用

し
た
の
は
、
北
海
道
と
新
潟
県
の
二
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
法
の
「
社
会
」
形
成
と
い
う
視
点
を
採
用
し
た
の
は
、
新
潟
（
男
女
平

等
社
会
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
）
、
兵
庫
（
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
）
、
長
野
（
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
）
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五
府
県
(
八
三
%
)
に
上
る
。
岡
山
、
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の
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も
ほ
ぼ
こ
れ
ら
と
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と
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潟
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の
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つ
で
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、
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の
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会
」
形
成
と
い
う
視
点
を
採
用
し
た
の
は
、
新
潟
(
男
女
平

等
社
会
の
形
成
の
推
進
に
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す
る
条
例
)
、
兵
庫
(
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づ
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の
三
県
で
あ
る
。
な
お
、
福
島
県
は
「
男
女
平
等
を
実
現
し
男
女
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
と
い
う
最
も
長
い
名
称
を
採
用
し
、
上
記
の
す
べ
て
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
都
条
例
が
採

用
し
た
「
基
本
条
例
」
は
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
内
容
面
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
表
5
1
1
お
よ
び
表
5
1
2
は
、
表
4
系
を
基
に
し
て
、
基
本
法
と
各
条
例
と
の
一
致
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
法
に
対
し

て
O
ま
た
は
×
が
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
（
0
）
を
、
基
本
法
が
×
で
条
例
が
O
の
場
合
に
は
（
1
）
、
△
の
場
合
に
は
（
α
愚
）
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
法
が
○
の
場
合
で
、
条
例
が
◎
な
ら
（
軌
）
、
△
な
ら
（
0
。
）
、
×
な
ら
（
4
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
基
本
法
を
踏
襲
し
た
パ
タ
ー
ン
な
ら
0
が
多
く
、
基
本
法
を
越
え
た
（
上
乗
せ
、
横
出
し
等
）
項
目
な
ら
プ
ラ
ス
0
・
5
や
ー

が
多
く
な
る
。
逆
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
項
目
が
多
い
と
、
基
本
法
を
下
回
る
レ
ベ
ル
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
、
基
本
法
と
対
比
し
た
各
自
治
体
の
制
定
条
例
の
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
項
目
間
の
一
致
度
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
定
条
例
の
構
造
的
特
徴
を
抽
出
こ
と
も
で
き
よ
う
。
言
い
換
え
れ

ば
、
結
果
と
し
て
、
国
の
基
本
法
に
よ
る
自
治
体
条
例
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
ど
の
程
度
実
現
で
き
て
い
る
の
か
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、

自
治
体
条
例
に
よ
る
独
自
の
政
策
決
定
の
態
様
や
レ
ベ
ル
が
い
か
な
る
現
状
に
あ
る
の
か
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
可
能
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
表
5
1
1
の
前
文
お
よ
び
総
則
的
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
項
目
別
で
顕
著
な
傾
向
は
、
基
本
法
に
な
い
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
定
義
、
「
性
と
生
殖
の
健
康
と
権
利
」
の
基

本
理
念
、
お
よ
び
「
事
業
者
の
責
務
」
が
、
か
な
り
の
条
例
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
埼
玉
県
条
例
や
東
京
都
条
例
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、
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と
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も
で
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ば
、
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と
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て
、
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の
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に
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が
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現
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か
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。
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ハ
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、
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で
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さ
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。
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や
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例
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で
の
最
初
の
採
用
事
例
が
参
照
さ
れ
た
面
が
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
基
本
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
よ
り
も

条
例
の
規
定
の
仕
方
が
よ
り
強
い
含
意
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
項
目
の
典
型
は
、
基
本
法
第
四
条
に
か
か
る
「
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
」
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
基
本
法
が
「
で
き
る
限
り
中
立
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
た
の

に
対
し
て
、
多
く
の
自
治
体
は
埼
玉
県
条
例
の
「
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目

的
、
定
義
、
基
本
理
念
、
責
務
と
い
っ
た
総
則
的
部
分
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
基
本
法
を
べ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
補
強

す
る
よ
う
な
独
自
の
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
独
自
規
定
を
設
定
す
る
際
に
は
、
条
例
問
で
「
相
互
参
照
」
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
よ
う
に
県
条
例
で
初
め
て
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
D
V
）
」
の
定
義
を
設
け
た
り
、
東
京
都
や
鳥
取
県
、
兵
庫
県
の
よ
う
に
独
自
の
基
本
理
念
を
宣
言
し
た
り
、
静
岡
県
と
兵
庫
県
の

よ
う
に
N
P
O
な
ど
の
民
間
非
営
利
団
体
の
責
務
を
規
定
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
基
本
法
で
採

用
さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
の
う
ち
、
「
政
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
へ
の
共
同
参
画
」
や
「
家
庭
で
の
活
動
と
そ
れ
以
外
の
社
会
的
活

動
と
の
両
立
」
と
い
う
重
要
な
視
点
を
明
示
し
な
か
っ
た
条
例
も
散
見
さ
れ
る
。

　
自
治
体
別
ス
コ
ア
の
分
布
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ス
コ
ア
0
の
項
目
が
多
く
、
1
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
ー
の
項
目
が
少
な
い
ほ
ど
、
基
本
法
に
近
似
し
た
パ
タ
ー
ン
の
条
例
構
成
に
な
っ

て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
総
則
の
構
成
に
関
す
る
限
り
、
熊
本
、
北
海
道
、
山
口
、
三
重
、
静
岡
、
山
梨
、
新
潟
、
長
野
、
沖
縄
の
道

県
は
基
本
法
パ
タ
ー
ン
に
比
較
的
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
し
、
逆
に
東
京
、
鳥
取
、
愛
媛
、
兵
庫
の
都
県
は
基
本
法
パ
タ
ー

ン
と
は
か
な
り
違
う
タ
イ
プ
の
条
例
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
表
5
－
2
に
よ
り
、
具
体
的
な
施
策
や
推
進
方
策
の
規
定
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

で
の
最
初
の
採
用
事
例
が
参
照
さ
れ
た
面
が
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
基
本
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
よ
り
も

条
例
の
規
定
の
仕
方
が
よ
り
強
い
含
意
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
項
目
の
典
型
は
、
基
本
法
第
四
条
に
か
か
る
「
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
」
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
基
本
法
が
「
で
き
る
限
り
中
立
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
た
の

に
対
し
て
、
多
く
の
自
治
体
は
埼
玉
県
条
例
の
「
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目

的
、
定
義
、
基
本
理
念
、
責
務
と
い
っ
た
総
則
的
部
分
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
基
本
法
を
べ

l
ス
に
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
ら
を
補
強

す
る
よ
う
な
独
自
の
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
独
自
規
定
を
設
定
す
る
際
に
は
、
条
例
問
で
「
相
互
参
照
」
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
よ
う
に
県
条
例
で
初
め
て
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(
D
V
)
」
の
定
義
を
設
け
た
り
、
東
京
都
や
鳥
取
県
、
兵
庫
県
の
よ
う
に
独
自
の
基
本
理
念
を
宣
言
し
た
り
、
静
岡
県
と
兵
庫
県
の

男女共同参画条例の制定動向(ー)

よ
う
に

N
P
O
な
ど
の
民
間
非
営
利
団
体
の
責
務
を
規
定
す
る
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
基
本
法
で
採

用
さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
の
う
ち
、
「
政
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
へ
の
共
同
参
画
」
や
「
家
庭
で
の
活
動
と
そ
れ
以
外
の
社
会
的
活

動
と
の
両
立
」
と
い
う
重
要
な
視
点
を
明
示
し
な
か
っ
た
条
例
も
散
見
さ
れ
る
。

自
治
体
別
ス
コ
ア
の
分
布
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

ス
コ
ア
0
の
項
目
が
多
く
、

ー
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス

1
の
項
目
が
少
な
い
ほ
ど
、
基
本
法
に
近
似
し
た
パ
タ
ー
ン
の
条
例
構
成
に
な
っ

て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
総
則
の
構
成
に
関
す
る
限
り
、
熊
本
、
北
海
道
、
山
口
、
三
重
、
静
岡
、
山
梨
、
新
潟
、
長
野
、
沖
縄
の
道

県
は
基
本
法
パ
タ
ー
ン
に
比
較
的
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
し
、
逆
に
東
京
、
鳥
取
、
愛
媛
、
兵
庫
の
都
県
は
基
本
法
パ
タ

l
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と
は
か
な
り
違
う
タ
イ
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の
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例
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造
を
有
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だ
ろ
う
か
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次
に
、
表
5
1
2
に
よ
り
、
具
体
的
な
施
策
や
推
進
方
策
の
規
定
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
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基本法と都道府県条例の一致度(前文と総則)

目的 定義 基本理念 責務/役割

自治体 前文

基念務策本、、の理責極基

男女
積的善置措極改

社度会・慣制
決立案定

性と生

本を定 共同
セク
DV  
人権毒事
行への

活動の 国協調際的
殖康利のと健権
その
都府道県 住民 事業者 その他

めて総 参画
ノ、フ 重

慮中立配
への 両立 {也

合的・ 参画

計な画推進的
自治体別のスコア分布

国 O O O O × × O O O O O × × O O × × l 0.5 O -0.5 

埼玉県 。。 。。l 。。 0.5 。。。 l 。。。 1 。 3 l 13 。 。
古書養
。。 。。l 。。 -1 一0.5 一1 。 1 。。 1 。 3 。 10 3 。。。。。。。 0.5 。。。 l 。。。 1 。 2 l 14 。 。

一重県 。。 。。。。。 0.5 。。 -1 。。。。 1 。 l 14 。
響ま
。。。。 。。 -0.5 0.5 -1 l 。。 。 4 。 9 2 2 

1 。 。。。。。 0.5 。。。0.5 。。。 l 。 2 13 。 l 

北海道 。。 。。 。。 。。。。。。。。 l 。 2 。 15 。 。
岡山県 。。 。。。。。 。。-0.5 。 1 。。l 。 3 。 13 。
静岡県 。。 。。。。。 。。。。0.5 。。。 1 2 l 14 。 。
熊本県 。。 。。。。。 。。。。。。。。 。 1 。 16 。 。
愛媛県 。。 。。l 。 0.5 。。。 1 l 。。 。 5 l 11 。 。
山梨県 。。 。。。。。 0.5 。。。 。。。 l 。 2 l 14 。 。
|福島県 。。 。。。。。 0.5 。 0.5 。 l 。。。l 。 2 I 13 。
新潟県 。。 。。。。。 0.5 。。。 。。。 1 。 2 1 14 。 。
大阪府 。。 。。 1 。。 0.5 。。。0.5 。。。 1 。 2 1 13 。 。
兵庫県 。一1 。。l 。。 。 。。。0.5 1 。。 l 1 4 11 。 1 

言騒
。。。。。。。 0.5 。。。 l 。。。 1 。 2 1 14 。 。。。 。。。。。 0.5 -0.5 。-0.5 0.5 。。。 1 。 1 2 12 2 。。。。。 。。 。。。。 。。。 1 。 3 。 14 。 。

項目スコア -1 。。7 。 3 -2 一21 -3.5 11. 5 5 。。 19 2 
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基本法と都道府県条例の一致度(性別による権利侵害の禁止、基本施策および審議会)

性別による権利侵害等の禁止 基本施策 審議会等

自治体
差取別扱的い

セクハ
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審等議般会

その的措の積改置他極善等 苦理談情制・処相度 活援動支 財置政措 究調査研 告費年広・報公 総な施設拠設置合的点の 施のfti響配摘他，膚、 他間連体協携f自と動・治民のと その施の他情 基画議本の計審
諮応調議申問査.じた審答に

菅申見具
監綱必p出htje。Fu聡Mr} 提にf求e ょ 成書男l4O員比女分米白構的満= 場公募員山

ラ
DV ，、σ3

タタ制ォー
当治体別スコア分賓

国 X X X X O xlO  X / X X × O O O 。O x 10  X / X O O O O O X 1 I 0.5 。-0.5 
埼玉県 。 1 1 。 。 。 1 10 5 。。。。1 I -1 I 1 。。 。o I -1 -0 5 。 9 13 2 

東尽都 1 。。I 。。l 。o 1-0 5 o 1 -1 。。o 1 -1 1 。。 。一l 一l 。。 6 。15 4 

山口県 。。。。。 。 I o I 05 。。。。。。。 。。 。。 l 。。 4 20 。
ー重県 。。。。。 1 1-0 5 。。o 1 0.5 -0 5 。。。。o I -[ I 1 。。 。o 1 -1 。。 2 19 2 2 

鳥取県 l 。 。。 1 1 0 5 。。。。1 1 -[ 1 1 I 。。 一l 。l 12 10 。 3 
富山県 I 。。 1 。。。。同0.5 。。。。1 1 -1 1 。。 。o I -1 。。 7 。16 1 2 
北海道 。。 l o 1 0 5 o 1 0.5 。。。。 。 。。 。o 1 -1 。 9 2 14 。
岡山県 。 0.5 。 。 1 。。。。o 1 0 5 。 I o 1 0 o 1 -1 。l 10 2 13 。
静岡県 。。。 。 。1 I 0.5 。。。。。。。o 1 -1 。。。 。o I -1 。。 3 20 。 2 
熊本県 。 。 。。。l 。。。。。 。l 。。 。o 1 -1 。。 日 。17 。 11 
愛媛県 1 。1 o 1 -1 。 1 10.5 。。。。 。 。。 o 1 -1 -0.5 。 10 12 2 

山梨県 。 。。 。1 1 0 5 。。。。。。。o 1 -1 。。 o 1 -1 。。 品 17 。 2 
福島県 I l l l 。l 。1 l 。 1 。。。。。。。l 。。 o 1 -1 。。 10 。15 。 I 
新潟県 l 。l 。。 。。。。。。l 。l l 。。 o 1 -1 。 11 。14 。 l 
大阪府 l 。。 。1 1 0 5 。。。o 1 -1 。。。。l 。。 l 一l 。 6 l 14 。 5 
兵庫県 l 1 。 。。 。。。。。。 。 o 1 -1 -1 。 10 。12 。 4 
長野県 l 1 。1 。l o 1 0.5 。。。。 。 。。 o 1 -1 。。 11 13 。
宮崎県 l 1 。。 。1 1 0 5 。。。。。。1 。 o 1 -1 o 1 -1 。。 q 14 。 2 
沖縄県 l l l 。 。1 1 0 5 。。-05 。“l 。。。。l 。。 。 l 。。 7 14 

項目スコア 12 16 161 10 5 01 19 1 5 91 1l 10 71 0 5 01 -3 。01 10 5 -71 18 91 31 -5 -191 -3 4 

表5-2

(l)
壁
掛
同
事
Q
軍
機
園
山
W
E時
制
駅

∞hh
N
 



法学論集　51〔山梨学院大学〕280

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
面
で
の
顕
著
な
特
徴
の
第
一
は
、
基
本
法
で
は
項
目
を
設
け
て
い
な
い
、
差
別
的
扱
い
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
D
V
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止
に
か
か
る
項
目
が
大
半
の
条
例
に
書
き
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
「
公
衆
へ
の
情
報
提
供
の
表
現
上
の
留
意
」
も
含
ま
れ
、
半
数
以
上
の
自
治
体
で
採
用
さ
れ
た
。

こ
れ
は
埼
玉
県
条
例
と
東
京
都
条
例
で
明
示
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
そ
の
後
「
相
互
参
照
」
さ
れ
な
が

ら
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
基
本
施
策
関
連
で
は
、
全
般
に
各
自
治
体
の
政
策
課
題
と
政
策
手
段
の
選
択
の
多
様
性
を
反
映
し
て
、
基
本
法
に
は
み
ら

れ
な
い
個
別
具
体
的
な
制
度
、
施
策
、
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
こ
う
。
①
住
民
参

加
手
続
き
が
標
準
装
備
さ
れ
て
い
る
。
②
事
業
者
に
対
す
る
報
告
聴
取
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
③
積
極
的
改
善

措
置
に
関
連
し
た
、
都
道
府
県
審
議
会
等
一
般
へ
の
委
員
男
女
比
の
均
衡
措
置
や
そ
の
他
の
措
置
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
④
総
合
的

な
拠
点
施
設
や
総
合
的
な
推
進
体
制
の
整
備
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
⑤
市
町
村
や
民
間
団
体
等
と
の
連
携
や
協
働
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

⑥
そ
の
他
の
各
自
治
体
の
実
情
に
即
し
た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
自
治
体
間
で
大
き
く
割
れ
た
項
目
も
あ
る
。
①
相
談
・
苦
情
処
理
制
度
の
基
本
設
計
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
埼
玉
、
鳥

取
、
北
海
道
、
愛
媛
、
長
野
の
道
県
で
は
か
な
り
詳
細
な
具
体
的
相
談
・
苦
情
処
理
・
救
済
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
②
基
本
法
第

十
五
条
で
採
用
さ
れ
た
「
施
策
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
の
配
慮
」
（
他
施
策
へ
の
調
整
権
限
）
も
、
条
例
に
採
用
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ

と
し
た
と
こ
ろ
で
分
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
不
採
用
は
、
特
に
制
定
時
期
の
前
半
に
多
く
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
埼
玉
県
お
よ
び
東
京

都
条
例
が
採
用
し
な
か
っ
た
影
響
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
相
互
参
照
」
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
男
女
共
同
参
画
会
議
と
自
治
体
の
審
議
会
の
性
格
に
違
い
や
条
例
形
式
の
違
い
も
た
ぶ
ん
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れ
な
い
個
別
具
体
的
な
制
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、
施
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、
手
法
が
採
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さ
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て
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。
な
か
で
も
重
要
な
点
を
い
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①
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②
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員
男
女
比
の
均
衡
措
置
や
そ
の
他
の
措
置
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
④
総
合
的

な
拠
点
施
設
や
総
合
的
な
推
進
体
制
の
整
備
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
⑤
市
町
村
や
民
間
団
体
等
と
の
連
携
や
協
働
が
誼
わ
れ
て
い
る
。

⑥
そ
の
他
の
各
自
治
体
の
実
情
に
即
し
た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
治
体
間
で
大
き
く
割
れ
た
項
目
も
あ
る
。
①
相
談
・
苦
情
処
理
制
度
の
基
本
設
計
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
埼
玉
、
鳥

取
、
北
海
道
、
愛
媛
、
長
野
の
道
県
で
は
か
な
り
詳
細
な
具
体
的
相
談
・
苦
情
処
理
・
救
済
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
②
基
本
法
第

十
五
条
で
採
用
さ
れ
た
「
施
策
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
の
配
慮
」
(
他
施
策
へ
の
調
整
権
限
)
も
、
条
例
に
採
用
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ

と
し
た
と
こ
ろ
で
分
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
不
採
用
は
、
特
に
制
定
時
期
の
前
半
に
多
く
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
埼
玉
県
お
よ
び
東
京

都
条
例
が
採
用
し
な
か
っ
た
影
響
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
相
互
参
照
」
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
で
あ
る
。

第
三
に
、
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
男
女
共
同
参
画
会
議
と
自
治
体
の
審
議
会
の
性
格
に
違
い
や
条
例
形
式
の
違
い
も
た
ぶ
ん



に
反
映
し
て
い
る
が
、
全
般
に
国
よ
り
も
劣
る
規
定
レ
ベ
ル
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
自
治
体
な
ら
で
は
の
「
公
募
委
員
」
を
明
記
し
て

い
る
条
例
も
鳥
取
、
北
海
道
、
岡
山
、
新
潟
の
四
道
県
で
み
ら
れ
る
。

　
総
則
的
部
分
に
比
べ
て
、
具
体
的
な
施
策
や
制
度
設
計
に
関
す
る
部
分
は
よ
り
一
層
条
例
の
独
自
性
と
多
様
性
が
顕
著
に
み
ら
れ

る
。
基
本
法
だ
け
で
な
く
独
自
条
例
を
制
定
す
る
存
在
意
義
に
も
か
か
わ
る
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
項
目
別
ス
コ
ア
で
0

に
近
い
項
目
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
自
治
体
別
ス
コ
ア
の
分
布
か
ら
、
基
本
法
と
近
似
し
た
パ
タ
ー
ン
を
表
す
ス
コ
ア
0
の
度
数
分
布
を
み
て
も
、
山
口
県
と
静
岡
県
の

20

（
全
体
2
6
項
目
中
）
が
最
大
で
あ
る
。
表
5
－
1
の
総
則
的
部
分
の
ス
コ
ア
0
の
度
数
分
布
で
最
大
値
、
熊
本
県
の
1
6
（
全
体
1
7
項

目
中
）
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
割
合
の
低
さ
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
制
定
状
況
の
分
析
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
都
道
府
県
条
例
の
制
定
・
波
及
の
パ
タ
ー
ン
は
、
一
見
す
る
と
国
の
早
期
の
政
策
介
入
に
よ
る
「
横
並
び
競
争
」
の
よ
う
に
も
み
え

る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
条
例
の
中
に
は
基
本
法
の
で
き
の
悪
い
焼
き
増
し
と
指
摘
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
の
制
定
と
先
行
自
治
体
で
の
条
例
化
の
ス
タ
ー
ト
が
時
期
的
に
ほ
と
ん
ど
同
時
期
で
あ
っ
た
特
殊
な

事
情
も
あ
っ
て
、
実
際
に
は
法
律
の
制
定
過
程
と
埼
玉
県
条
例
や
東
京
都
条
例
の
制
定
過
程
で
の
「
相
互
参
照
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
そ
の
後
の
条
例
化
の
動
向
に
お
い
て
も
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
路
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含

む
）
を
介
し
た
都
道
府
県
相
互
の
参
照
に
よ
っ
て
情
報
収
集
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
構
造
、
地
域
課
題
、
政
策
手
法
の
有
効
性
等
の
内
生
条
件
を
配
慮
し
な
が
ら
、
条
例
ア
イ
テ
ム
の
取
捨
選
択
が
独
自
に
行
わ
れ
た
面

に
反
映
し
て
い
る
が
、
全
般
に
国
よ
り
も
劣
る
規
定
レ
ベ
ル
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
自
治
体
な
ら
で
は
の
「
公
募
委
昌
一
」
を
明
記
し
て

い
る
条
例
も
鳥
取
、
北
海
道
、
岡
山
、
新
潟
の
四
道
県
で
み
ら
れ
る
。

総
則
的
部
分
に
比
べ
て
、
具
体
的
な
施
策
や
制
度
設
計
に
関
す
る
部
分
は
よ
り
一
層
条
例
の
独
自
性
と
多
様
性
が
顕
著
に
み
ら
れ

る
。
基
本
法
だ
け
で
な
く
独
自
条
例
を
制
定
す
る
存
在
意
義
に
も
か
か
わ
る
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
項
目
別
ス
コ
ア
で
0

に
近
い
項
目
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

自
治
体
別
ス
コ
ア
の
分
布
か
ら
、
基
本
法
と
近
似
し
た
パ
タ
ー
ン
を
表
す
ス
コ
ア
0
の
度
数
分
布
を
み
て
も
、
山
口
県
と
静
岡
県
の

20 

(
全
体
加
項
目
中
)
が
最
大
で
あ
る
。
表
5
1
1
の
総
則
的
部
分
の
ス
コ
ア
0
の
度
数
分
布
で
最
大
値
、
熊
本
県
の
日

(
全
体
口
項

日
中
)
と
比
較
し
て
も
、

そ
の
割
合
の
低
さ
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
制
定
状
況
の
分
析
か
ら
、

さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

都
道
府
県
条
例
の
制
定
・
波
及
の
パ
タ
ー
ン
は
、

一
見
す
る
と
国
の
早
期
の
政
策
介
入
に
よ
る
「
横
並
び
競
争
」
の
よ
う
に
も
み
え

る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
条
例
の
中
に
は
基
本
法
の
で
き
の
悪
い
焼
き
増
し
と
指
摘
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
よ
う
な
ケ

l
ス
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
の
制
定
と
先
行
自
治
体
で
の
条
例
化
の
ス
タ
ー
ト
が
時
期
的
に
ほ
と
ん
ど
同
時
期
で
あ
っ
た
特
殊
な

事
情
も
あ
っ
て
、
実
際
に
は
法
律
の
制
定
過
程
と
埼
玉
県
条
例
や
東
京
都
条
例
の
制
定
過
程
で
の
「
相
互
参
照
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、

そ
の
後
の
条
例
化
の
動
向
に
お
い
て
も
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
路
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
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む
)
を
介
し
た
都
道
府
県
相
互
の
参
照
に
よ
っ
て
情
報
収
集
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
構
造
、
地
域
課
題
、
政
策
手
法
の
有
効
性
等
の
内
生
条
件
を
配
慮
し
な
が
ら
、
条
例
ア
イ
テ
ム
の
取
捨
選
択
が
独
自
に
行
わ
れ
た
面
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も
少
な
く
な
い
。
理
念
か
ら
制
度
設
計
へ
と
具
体
化
さ
れ
る
ほ
ど
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条

例
制
定
は
「
横
並
び
競
争
」
と
「
相
互
参
照
」
と
の
複
合
型
で
あ
る
、
と
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
、
条
例
未
制
定
の
ケ
ー
ス
は
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
岐
阜
県
、
京
都
府
、
高
知
県
の
五
府
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
塵
を
拝
し

た
府
県
で
の
条
例
化
は
、
基
本
法
だ
け
で
な
く
多
様
な
パ
タ
ー
ン
の
先
例
条
例
が
豊
富
に
あ
る
た
め
に
至
っ
て
容
易
で
あ
る
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
政
策
に
対
す
る
影
響
力
の
増
大
を
懸
念
す

る
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
そ
れ
に
賛
同
す
る
マ
ス
コ
ミ
、
政
治
勢
力
に
よ
る
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
（
富
良
冨
谷
）
の
動
き
も
一
層
顕
著
に

な
り
つ
つ
あ
る
（
高
橋
二
〇
〇
三
）
。
そ
の
象
徴
が
千
葉
県
条
例
案
を
め
ぐ
る
県
議
会
で
の
堂
本
暁
子
知
事
（
県
執
行
部
）
と
自
民
党

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

会
派
と
の
対
立
で
あ
る
。
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
内
生
条
件
に
由
来
す
る
「
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
を
乗
り
越

え
て
独
自
の
条
例
が
実
現
で
き
た
暁
に
こ
そ
、
相
互
依
存
状
況
の
中
で
の
自
治
体
の
自
律
的
政
策
の
真
価
が
発
揮
で
き
る
と
も
い
え
よ

う
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
再
燃
は
政
策
の
限
界
を
問
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た

意
味
で
千
葉
県
条
例
制
定
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
今
後
は
注
目
に
値
す
る
。

（
注
）
　
千
葉
県
で
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
有
識
者
に
よ
る
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
条
例
専
門
部
会
を
設
置
し
て
、
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内

　
容
等
に
つ
い
て
一
年
三
か
月
に
わ
た
り
検
討
し
、
平
成
十
四
年
七
月
に
、
同
部
会
の
検
討
の
報
告
を
受
け
た
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が

　
　
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
千
葉
県
条
例
の
基
本
的
な
骨
格
」
を
提
言
し
た
。
県
は
、
こ
れ
を
も
と
に
「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に
関
す
る
条

　
例
（
案
）
」
を
策
定
し
、
平
成
十
四
年
の
九
月
定
例
県
議
会
に
上
程
し
た
も
の
の
、
平
成
十
四
年
九
月
、
十
二
月
、
平
成
十
五
年
二
月
定
例
県
議
会
で

　
継
続
審
査
と
な
り
、
そ
の
後
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
結
果
的
に
廃
案
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
最
大
会
派
の
自
民
党
が
県
の
条
例
案
に
反
対
し
た
か
ら
で

　
あ
る
が
、
そ
の
反
対
の
主
な
論
拠
を
、
平
成
十
四
年
九
月
議
会
で
の
谷
田
川
元
議
員
の
反
対
質
問
か
ら
抽
出
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
で
あ
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も
少
な
く
な
い
。
理
念
か
ら
制
度
設
計
へ
と
具
体
化
さ
れ
る
ほ
ど
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条

例
制
定
は
「
横
並
び
競
争
」
と
「
相
互
参
照
」
と
の
複
合
型
で
あ
る
、

と
推
察
さ
れ
る
。
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な
お
、
条
例
未
制
定
の
ケ

l
ス
は
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
岐
阜
県
、
京
都
府
、
高
知
県
の
五
府
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
塵
を
拝
し

た
府
県
で
の
条
例
化
は
、
基
本
法
だ
け
で
な
く
多
様
な
パ
タ
ー
ン
の
先
例
条
例
が
豊
富
に
あ
る
た
め
に
至
っ
て
容
易
で
あ
る
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
政
策
に
対
す
る
影
響
力
の
増
大
を
懸
念
す

る
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
そ
れ
に
賛
同
す
る
マ
ス
コ
ミ
、
政
治
勢
力
に
よ
る
パ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

(
σ
m
w
の

r-mω
『
)

の
動
き
も
一
層
顕
著
に
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(
高
橋
二

O
O三
)
。
そ
の
象
徴
が
千
葉
県
条
例
案
を
め
ぐ
る
県
議
会
で
の
堂
本
暁
予
知
事
(
県
執
行
部
)
と
自
民
党

(
注
)

会
派
と
の
対
立
で
あ
る
。
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
内
生
条
件
に
由
来
す
る
「
パ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
を
乗
り
越

な
り
つ
つ
あ
る

え
て
独
自
の
条
例
が
実
現
で
き
た
暁
に
こ
そ
、
相
互
依
存
状
況
の
中
で
の
自
治
体
の
自
律
的
政
策
の
真
価
が
発
揮
で
き
る
と
も
い
え
よ

う
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
再
燃
は
政
策
の
限
界
を
問
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た

意
味
で
千
葉
県
条
例
制
定
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
今
後
は
注
目
に
値
す
る
。

(
注
)
千
葉
県
で
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
有
識
者
に
よ
る
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
条
例
専
門
部
会
を
設
置
し
て
、
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内

容
等
に
つ
い
て
一
年
三
か
月
に
わ
た
り
検
討
し
、
平
成
十
四
年
七
月
に
、
同
部
会
の
検
討
の
報
告
を
受
け
た
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
千
葉
県
条
例
の
基
本
的
な
骨
格
」
を
提
言
し
た
。
県
は
、
こ
れ
を
も
と
に
「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に
関
す
る
条

例
(
案
)
」
を
策
定
し
、
平
成
十
四
年
の
九
月
定
例
県
議
会
に
上
程
し
た
も
の
の
、
平
成
十
四
年
九
月
、
十
二
月
、
平
成
十
五
年
二
月
定
例
県
議
会
で

継
続
審
査
と
な
り
、
そ
の
後
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
結
果
的
に
廃
案
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
最
大
会
派
の
自
民
党
が
県
の
条
例
案
に
反
対
し
た
か
ら
で

あ
る
が
、
そ
の
反
対
の
主
な
論
拠
を
、
平
成
十
四
年
九
月
議
会
で
の
谷
田
川
元
議
員
の
反
対
質
問
か
ら
抽
出
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
で
あ



る
。
①
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
②
育
児
や
家
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
家
庭
主
婦
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
③
子
ど
も
を
つ
く
る
か
つ
く
ら
な
い
か
、
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
「
自
ら
の
意
志
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
の
は
、
女

性
の
基
本
的
人
権
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
。
④
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
と
い
う
考
え
方
自
体
が
、
そ
の
適
用
さ
れ
方
次
第
で
日
本
文
化
の
破
壊
も

い
と
わ
な
い
、
危
険
な
思
想
に
な
り
得
る
」
。

283　男女共同参画条例の制定動向（一）

（
引
用
文
献
）

・
伊
藤
修
一
郎
（
二
〇
〇
二
）
『
自
治
体
政
策
過
程
の
動
態
　
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
波
及
』
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

・
高
橋
史
朗
（
二
〇
〇
三
）
「
相
次
ぐ
過
激
な
男
女
共
同
参
画
条
例
制
定
　
　
　
「
家
族
解
体
」
「
伝
統
破
壊
」
へ
と
暴
走
す
る
自
治
体
」
『
正
論
』
二
〇
〇
三

　
　
　
年
七
月
号

・
日
高
昭
夫
（
二
〇
〇
〇
）
『
自
治
体
職
員
と
考
え
る
政
策
研
究
』
ぎ
ょ
う
せ
い

・
日
高
昭
夫
（
二
〇
〇
二
）
「
書
評
　
伊
藤
修
一
郎
著
『
自
治
体
政
策
過
程
の
動
態
－
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
波
及
』
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

　
　
　
〇
二
年
」
『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
二
〇
〇
二
年
九
月

・
山
下
泰
子
H
橋
本
ヒ
ロ
子
H
齊
藤
誠
（
二
〇
〇
一
）
『
男
女
共
同
参
画
条
例
の
つ
く
り
方
』
ぎ
ょ
う
せ
い

る
。
①
男
ら
し
き
、
女
ら
し
き
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
②
育
児
や
家
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
家
庭
主
婦
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
③
子
ど
も
を
つ
く
る
か
つ
く
ら
な
い
か
、
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
「
自
ら
の
意
志
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
の
は
、
女

性
の
基
本
的
人
権
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
。
④
「
ジ
ェ
ン
ダ

l
・
フ
リ
ー
と
い
う
考
え
方
自
体
が
、
そ
の
適
用
さ
れ
方
次
第
で
日
本
文
化
の
破
壊
も

い
と
わ
な
い
、
危
険
な
思
想
に
な
り
得
る
」
。

男女共同参画条例の制定動向(ー)

(
引
用
文
献
)

・
伊
藤
修
一
郎
(
二

O
O一
一
)
『
自
治
体
政
策
過
程
の
動
態
|
|
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
波
及
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会

・
高
橋
史
朗
(
二

O
O三
)
「
相
次
ぐ
過
激
な
男
女
共
同
参
画
条
例
制
定
|
|
「
家
族
解
体
」
「
伝
統
破
壊
」
へ
と
暴
走
す
る
自
治
体
」
『
正
論
』
二

O
O三

年
七
月
号

・
日
高
昭
夫
(
二

0
0
0
)
『
自
治
体
職
員
と
考
え
る
政
策
研
究
』
ぎ
ょ
う
せ
い

・
日
高
昭
夫
(
二

O
O
二
)
「
書
評
伊
藤
修
一
郎
著
『
自
治
体
政
策
過
程
の
動
態
|
|
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
波
及
』
慶
臆
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O

O
二
年
」
『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
二

O
O
二
年
九
月

・
山
下
泰
子
H
橋
本
ヒ
ロ
子
H
膏
藤
誠
(
二

O
O
ご
『
男
女
共
同
参
画
条
例
の
つ
く
り
方
』
ぎ
ょ
う
せ
い
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